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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｎ
Ｙ
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
W
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
理
事
長
︶
は
14
日

夕
、
２
０
２
３
年
度
の
年
次
晩

餐
会
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
42

丁
目
の
チ
プ
リ
ア
ー
ニ
で
開
催

し
た
。
日
米
関
係
に
携
わ
る
ビ

ジ
ネ
ス
、
学
術
、
文
化
各
界
か

ら
７
０
０
人
が
参
加
し
た
。
基

調
講
演
で
は
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ

ン
レ
ー
会
長
兼
最
高
経
営
責
任

者
︵
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

P
・
ゴ
ー
マ
ン
氏
と
株
式
会
社

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
特
別
顧
問
平

野
信
行
氏
を
招
き
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
会
長
メ
リ

ッ
ト
・
E
・
ジ
ャ
ノ
ウ
︵
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
国
際
公
共
政
策
大

学
院
名
誉
学
長
、国
際
経
済
法
・

国
際
関
係
学
教
授
︶
と
の
対
談

形
式
で
両
企
業
グ
ル
ー
プ
の
戦

略
的
提
携
に
つ
い
て
話
し
た
。

10
年
以
上
前
か
ら
始
ま
っ
た
提

携
関
係
に
つ
い
て
将
来
の
日
米

間
の
機
会
創
出
や
影
響
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　

今
年
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

年
次
晩
餐
会
盛
大
に

© Daphne Youree

テ
ィ
ー
賞
は
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス

タ
ン
レ
ー
と
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

︵
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
︶
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
加
え
、
ア
ン
テ
ナ
デ

ザ
イ
ン
の
共
同
設
立
者
で
あ
り

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
宇
田
川
信

学
氏
に
授
与
さ
れ
た
。
宇
田
川

氏
は
、
Ｎ
Ｙ
市
民
の
生
活
に
多

大
な
影
響
を
与
え
た
日
本
人
デ

ザ
イ
ナ
ー
で
、
今
回
そ
の
功
績

に
対
し
て
賞
を
授
与
し
た
。
同

氏
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下

鉄
車
両
、
自
動
券
売
機
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
公
共
情
報
端
末

LinkN
Y

C

は
、
ア
ン
テ
ナ
デ

ザ
イ
ン
の
公
共
空
間
デ
ザ
イ
ン

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
一
つ
で
、

何
百
人
も
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

の
日
常
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

関
係
に
深
み
を
与
え
た
こ
の
功

績
に
対
し
て
、キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、

作
家
、
現
代
デ
ザ
イ
ン
評
論
家

で
あ
る
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
・
カ

ニ
ン
グ
ハ
ム
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏

が
同
賞
を
贈
呈
し
た
。
当
日
の

司
会
は
元
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー

の
久
保
純
子
さ
ん
が
務
め
た
。

基
調
講
演
は
日
本
で
同
時
に
開

催
さ
れ
て
い
た
ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ

ー
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
に
も
ラ
イ
ブ

配
信
さ
れ
た
。
特
別
ゲ
ス
ト
に

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ミ
チ
・
ヒ
ラ
タ
・

ノ
ー
ス
氏
が
紹
介
、
出
席
者
が

総
立
ち
で
拍
手
を
送
っ
た
。

JS 賞を受ける宇田川さん＝写真左＝とモルガン・スタンレーと MUFG パートナーシップ

無
声
映
画
弁
士

片
岡
一
郎
来
米

小
津
安
二
郎
生
誕
１
２
０
年
Ｎ
Ｙ
上
映

　

小
津
安
二
郎
︵
１
９
０
３

〜
１
９
６
３
年
︶
監
督
生
誕

１
２
０
周
年
を
記
念
し
た
映

画
上
映
会
﹁
Ｏ
Ｚ
Ｕ
１
２
０
﹂

︵
国
際
交
流
基
金
と
フ
ィ
ル
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
催
︶
が
今
月

29
日
︵
木
︶
ま
で
、
フ
ィ
ル
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
︵
ウ
エ
ス
ト
ハ
ウ

ス
ト
ン
通
り
２
０
９
番
地
︶
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
貴
重
な
無

声
映
画
15
本
を
含
め
た
現
存
す

る
す
べ
て
の
作
品
30
本
以
上
を

紹
介
す
る
大
特
集
で
、
19
日
と

20
日
に
は
、
日
本
か
ら
活
動
弁

士
の
片
岡
一
郎
氏
が
来
米
し
、

﹁
大
人
の
見
る
絵
本
、
生
れ
て

は
み
た
け
れ
ど
﹂︵
１
９
３
０

年
︶
と
﹁
突
貫
小
僧
﹂︵
29
年
︶、

﹁
そ
の
夜
の
妻
﹂︵
32
年
︶
を
松

村
牧
亜
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

活
弁
し
た
。
片
岡
さ
ん
は
﹁
無

声
映
画
は
、
生
の
人
間
が
介
在

す
る
こ
と
で
新
作
に
な
っ
て
い

く
。
映
像
で
は
な
く
、
感
情
が

飛
び
出
し
て
く
る
３
D
映
画
だ

と
思
っ
て
い
る
﹂
と
話
す
。
台

本
も
自
分
で
書
く
。
こ
れ
ま
で

世
界
22
か
国
で
活
動
し
、
Ｎ
Ｙ

は
３
回
目
。
セ
リ
フ
は
日
本
語

だ
が
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の

と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
上
映
会
と
な
っ
た
。

１
９
７
７
年
東
京
生
ま
れ
、
日

大
芸
術
学
部
演
劇
科
を
卒
業
し

て
２
０
０
２
年
に
弁
士
に
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ﹃
い
だ
て
ん
﹄

や
周
防
正
行
監
督
に
よ
る
映
画

﹃
カ
ツ
ベ
ン
﹄
に
て
出
演
、
時

代
考
証
、
活
動
弁
士
の
実
演
指

導
を
し
た
。小
津
の
名
作
は﹁
秋

刀
魚
の
味
﹂︵
24
日
︶、﹁
晩
秋
﹂

︵
28
日
︶﹁
東
京
物
語
﹂︵
29
日
︶

な
ど
ま
だ
ま
だ
上
映
が
続
く
。

︵
19
面
に
上
映
予
定
作
品
掲
載
︶

日米政財界・文化界から 700 人余りが参加した年次晩餐会（14 日夜、42 丁目のチプリアーニで）

https://nipponexpressusa.com/
https://www.restaurantnippon.com/
https://goshikiprinting.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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７
月
４
日
の
独
立
記
念
日
に

Ｎ
Ｙ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
か

ら
上
が
る
花
火
を
ハ
ド
ソ
ン
ヤ

ー
ド
の
展
望
台
﹁
ザ
・
エ
ッ
ジ
﹂

か
ら
眺
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
る
。
ザ
・
エ
ッ
ジ
は
超
高

層
ビ
ル
﹁
30
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー

ド
﹂
の
１
０
０
階
と
１
０
１
階

に
あ
る
高
さ
約
３
４
０
メ
ー
ト

ル
の
場
所
に
あ
る
展
望
台
。
屋

外
に
出
て
景
色
が
楽
し
め
る
三

角
形
の
ス
カ
イ
デ
ッ
キ
は
ビ
ル

か
ら
24
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
飛
び
出

て
お
り
、
床
の
一
部
が
ガ
ラ
ス

張
り
に
な
っ
て
い
る
。
晴
れ
た

日
に
は
１
３
０
キ
ロ
先
ま
で
見

渡
せ
、
Ｎ
Ｙ
と
Ｎ
Ｊ
の
街
並
み

が
一
望
で
き
る
場
所
だ
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
２
５
０
ド
ル

で
、
エ
ッ
ジ
へ
の
入
場
料
の
ほ

か
、
シ
ャ
ン
パ
ン
︵
21
歳
以
上

の
み
︶
ま
た
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
ド
リ
ン
ク
１
杯
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
フ
ー
ド
１
品
が
含
ま
れ

る
。
追
加
の
飲
食
は
バ
ー
に
て

購
入
可
能
。
ま
た
、
ラ
テ
ン
・

グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞
ト
ラ
ン
ペ
ッ

タ
ー
、
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ス

ペ
ン
サ
ー
・
ル
ド
ウ
ィ
グ
が
ラ

イ
ブ
音
楽
と
Ｄ
Ｊ
で
会
場
を
盛

り
上
げ
る
。
午
後
７
時
か
ら
8

時
ま
で
に
入
場
、
パ
ー
テ
ィ
ー

は
午
前
０
時
ま
で
続
く
。

　

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

edgenyc.com

を
参
照
す
る
。

独立記念日は展望台

ザ・エッジで花火見学を

　

成
分
の
効
果
効
能
に
こ
だ
わ

っ
た
独
自
の
高
級
基
礎
化
粧
品

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
コ
ス
メ

プ
ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
︵
本
社

東
京
・
荒
木
勝
也
代
表
︶
は
６

月
30
日
ま
で
、
米
国
在
住
の
顧

客
に
向
け
た
夏
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
中
。

　

期
間
中
は
、
全
商
品
が
30
％

割
引
に
な
る
ほ
か
、
購
入
者
全

員
に
ミ
ル
ク
ロ
ー
シ
ョ
ン
と
ヘ

ア
ケ
ア
の
サ
ン
プ
ル
セ
ッ
ト
が

進
呈
さ
れ
る
。
ま
た
、
１
５
０

ド
ル
以
上
２
５
０
ド
ル
未
満
の

購
入
者
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ

ー
チ
入
り
サ
ン
プ
ル
７
点
セ
ッ

ト
、
２
５
０
ド
ル
以
上
の
購
入

者
に
は
折
り
た
た
み
傘
も
進
呈

さ
れ
る
。
更
に
、
２
０
０
ド
ル

以
上
購
入
す
る
と
郵
送
料
も
無

料
に
な
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トw
w

w
.cosm

eproud.
com

ま
た
は
本
紙
今
週
号
の

20
面
広
告
を
参
照
す
る
。

コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド

夏
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
６月30日まで
米顧客向け

　

産
業
僧
で
、
ダ
ボ
ス
会
議
の

連
続
参
加
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る

松
本
紹
圭
氏
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
講
演
会
を
開
催
す
る
。
資

本
主
義
経
済
の
限
界
、
疫
病
の

広
が
り
、
戦
争
な
ど
、
様
々
な

困
難
に
直
面
し
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の
分
断
は

広
が
る
一
方
。
そ
ん
な
分
断
の

時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。

　

同
講
演
会
で
は
、
松
本
氏
が

﹁
わ
た
し
た
ち
は
い
か
に
し
て
未

来
世
代
の
よ
り
よ
き
祖
先
に
な

れ
る
か
﹂
を
問
い
か
け
、
仏
教

の
智
彗
を
参
照
し
た
実
践
的
な

手
法
に
触
れ
な
が
ら
、
日
本
の

リ
ー
ダ
ー
が
大
切
に
し
て
き
た

長
期
思
考
を
紹
介
す
る
。
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
組
織

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
発
揮
に
つ
な

が
る
場
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

講
演
会
は
、
７
月
６
日
︵
木
︶

の
午
後
６
時
か
ら
午
後
７
時
45

分
ま
で
、
東
京
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
オ
フ
ィ
ス
︵
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
、
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
21

階
︶
で
、日
本
語
で
開
催
さ
れ
る
。

参
加
費
は
、
20
ド
ル
︵
飲
み
物
・

軽
食
つ
き
︶。
定
員
は
先
着
30
人
。

主
催
は
、
株
式
会
社
イ
ン
タ
ー

ビ
ー
イ
ン
グ
。
申
し
込
み
は
、

下
記
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。

講　師

松本紹圭  プロフィール

　産業僧 / 株式会社 Interbeing
代表取締役。世界経済フォーラ
ム（ダボス会議）Young Global 
Leaders。東京大学哲学科卒、イ
ンド商科大学院 MBA修了。著書
『お坊さんが教えるこころが整う掃
除の本』は世界17ヶ国語以上で
翻訳出版。翻訳書に『グッド・ア
ンセスター』。note マガジン「松
本紹圭の方丈庵」発行。ポッドキ
ャスト「Temple Morning Radio」
配信中。Forbes JAPAN 2023 年
6月号で「いま注目すべき「世界
を救う希望」100人」に選出。

https://www.interbeing.co.jp/ny-seminar-2023

分断の時代を生き抜く智彗を学ぶ

日
本
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

松
本
紹
圭
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
別
講
演
開
催

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
tel:9175773969
https://www.interbeing.co.jp/ny-seminar-2023
www.cosmeproud.com
https://www.edgenyc.com


(3  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2023 年（令和 5 年）6 月 24 日（土）

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ企画展（主催：日本クラブ、協賛：JCC ファンド）

 「世界を席巻、日本のアニメ」

 ● 会期：7 月 7 日（金）〜 7 月 26 日（水）

 ● 開廊時間：10AM 〜 6PM （月〜金） 
 　 10AM 〜 5PM （土） 日休
 ● 会場：日本ギャラリー（日本クラブ7階、住所は下記参照）
 本展では、日本の

アニメや漫画に影
響を受けた海外在
住のアーティスト
たちの作品をご紹
介します。出展作
家は、ダニエル •
フィッシュキン、
大 塚 弘 樹、 ジ ェ
シ カ・ ブ ル ー ノ、
ジ ュ ー ン・ キ ム、
くきた なるき、リ
チャード・フォー
ド 3 世、ドラゴン
76、ライナー・ハイドン。オープニングレセプション（会
員・ゲスト限定）では、英語でマンガが読める定額制ア
プリ、「Azuki」の共同設立者であるエヴァン・ミント氏
を迎え、日本のアニメやマンガが海外のニッチな娯楽カ
テゴリーから、大人気の文化現象へと変貌を遂げた経緯
や、現代アメリカのポップカルチャーに与えた影響につ
いて解説していただきます。

■カルチャー講座 「いけばな池坊ワークショップ」 
 ● 開催日時：8 月 4、5、11、12、18、19 日
 　 金曜クラス 10AM, 1PM, 3:30PM、土曜クラス 10AM
 ● 受講料：1 レッスン $30 ＋材料費 $35
 日本の伝統文化であ

る い け ば な を 通 し
て、花の美しさを感
じ、活ける喜びを学
んでみませんか。初
めての方もお気軽に
ご参加ください。詳
細・ お 申 し 込 み は
www.nipponclub.org/
culture を ご 覧 く だ
さい。お問い合せは
culture@nipponclub.org まで。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

エヴァン・ミント氏

　

日
本
各
地
に
伝
承
さ
れ
る
踊

り
を
研
究
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
日
本
の
伝
統
的
な
民
族
舞
踊

を
紹
介
す
る
﹁
民
舞
座-T

he 
Japan

ese F
olk

 D
an

ce 
Institute of N

ew
 Y

ork

﹂

の
結
成
30
周
年
を
記
念
す
る

行

事
﹁T

he F
estival of 

Japan: D
rum

s +
 D

ance

﹂

が
、
17
、
18
日
の
両
日
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
ロ
ウ
ワ
ー
イ
ー

ス
ト
サ
イ
ド
に
あ
るA

brons 
A

rts C
enter P

lay
house 

T
heater

で
開
催
さ
れ
た
。

　

民
舞
座
は
１
９
９
２
年
、
舞

踊
家
の
鈴
木
百
さ
ん
に
よ
っ
て

創
立
さ
れ
た
。
山
形
の
花
笠
音

頭
を
は
じ
め
日
本
各
地
に
あ
る

伝
統
芸
能
で
あ
る
﹁
民
舞
﹂
を

米
国
で
広
め
る
た
め
長
年
さ
ま

ざ
ま
な
公
演
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
メ
イ
シ
ー
ズ
の
感
謝
祭
パ

レ
ー
ド
や
フ
ロ
リ
ダ
の
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
大
リ
ー
グ
の

メ
ッ
ツ
球
場
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

植
物
園
の
桜
祭
り
な
ど
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
演
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
や

Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
放
送
で
も
踊

り
を
披
露
し
た
実
績
も
あ
る
。

　

今
回
の
記
念
公
演
で
は
、
民

舞
座
の
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と

し
て
多
彩
な
民
族
舞
踊
を
披
露

し
、
日
本
か
ら
和
太
鼓
集
団
の

﹁
助
六
太
鼓
﹂
を
招
へ
い
し
て

共
演
し
た
。
ま
た
、
津
軽
三
味

線
奏
者
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
な
つ
み
ゆ
ず
も
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
た
。
第

一
部
で
は
獅
子
舞
や
最
上
川
舟

唄
、
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
、
麦

や
節
、
津
軽
三
味
線
、
お
て
も

や
ん
、
秋
田
大
黒
舞
、
屋
台
打

ち
、
Ｎ
Ｙ
音
頭
を
。
第
二
部
で

は
鬼
剣
舞
、
鼓
動
脈
、
八
木
節
、

越
中
お
わ
ら
節
、
敦
盛
さ
ん
、

牛
深
ハ
イ
ヤ
節
、
月
光
祭
典
、

津
軽
あ
い
や
節
、
花
笠
踊
り
、

お
馴
染
み
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

創
設
者
の
鈴
木
百
さ
ん
は
、

﹁
こ
の
日
の
た
め
に
数
多
く
の

練
習
を
重
ね
、
各
演
目
に
合
わ

せ
て
の
衣
装
を
用
意
し
た
こ
と

が
一
番
大
変
だ
っ
た
が
、
踊
り

手
全
員
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な

り
大
成
功
で
し
た
﹂
と
振
り
返

る
。
ま
た
、
観
客
が
民
舞
座
の

踊
り
を
観
て
、﹁
こ
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

通
し
て
日
本
を
知
っ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
が
一
番
の
願
い
﹂と
話
す
。

今
後
は
、
自
分
が
表
舞
台
に
立

っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
息
子

の
ケ
ビ
ン
さ
ん
に
任
せ
て
自
身

は
後
ろ
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
存
在
と
し
て
活
動
し
た
い
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

NYで踊り続けた

民舞座30周年

日本から助六太鼓や津軽三味線
﹁
踊
り
手
の
気
持
ち
一
つ
で
大
成
功
﹂
鈴
木
百
さ
ん

裏
方
に
徹
し
て
舞
台
を
支
え
た
鈴
木
百
さ
ん
︵
撮
影
・
植
山
慎
太
郎
︶

https://www.nipponclub.org/
http://shinbashi72.com/
https://www.chaanteahouse.com/
tel:2122136069
https://www.hondag.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://aantcinc.com/
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

就
労
ビ
ザ
に
は
幾
つ
か
の
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｈ-

１
Ｂ

ビ
ザ
に
比
べ
比
較
的
に
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
Ｈ-

３
ビ
ザ
で

す
。
Ｈ-

３
ビ
ザ
は
一
般
に
研

修
︵
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
︶
ビ
ザ
と

呼
ば
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
Ｈ-

３
ビ
ザ

の
取
得
方
法
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

■
質
問　

私
︵
Ｓ
︶
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
大
学
を
２
０
２
２

年
６
月
に
卒
業
し
、
９
月
か
ら

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

カ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
︵
Ｏ
Ｐ

Ｔ)

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
実

は
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
を
取
得
す
る

こ
と
を
希
望
し
て
就
職
先
が

Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
を
申
請
し
て
く

れ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
こ
と

に
３
月
の
抽
選
で
選
択
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
Ｏ
Ｐ
Ｔ
が
今
年

の
８
月
末
に
切
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
来
年
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
を
申

請
し
、
取
得
す
る
ま
で
の
間
に

何
か
就
労
で
き
る
ビ
ザ
を
取
得

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？
研
修

と
い
う
名
目
で
Ｊ-

１
ビ
ザ
も

考
え
た
の
で
す
が
、
す
で
に
Ｏ

Ｐ
Ｔ
を
取
得
し
て
い
る
人
に

は
、
米
国
大
使
館
や
領
事
館
で

Ｊ-

１
ビ
ザ
を
申
請
し
て
も
発

給
し
て
も
ら
え
な
い
と
聞
い
て

い
ま
す
。
会
社
が
雇
用
し
て
い

る
弁
護
士
か
ら
Ｈ-

３
ビ
ザ
の

申
請
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す

が
、
Ｈ-

３
ビ
ザ
と
い
う
の
は

ど
の
よ
う
な
ビ
ザ
な
の
で
し
ょ

う
か
？
ま
た
、
申
請
に
あ
た
り

条
件
と
会
社
が
そ
ろ
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
書
類
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

■
返
答　
　

Ｈ-
３
ビ
ザ
は
、

外
国
人
が
米
国
に
短
期
間
研
修

を
受
け
る
た
め
に
発
行
さ
れ
る

ビ
ザ
で
、
有
効
期
間
は
２
年

で
す
。
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
の
よ
う

な
発
行
限
定
数
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
い
つ
か
ら
で
も
申
請
可
能

で
す
。
研
修
生
で
も
会
社
か
ら

報
酬
を
得
る
こ
と
は
可
能
で

す
。

　

ビ
ザ
を
申
請
す
る
会
社
は
、

次
の
条
件
を
満
た
す
書
類
を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

︵
１
︶
予
定
さ
れ
た
研
修
は
、

ビ
ザ
受
給
者
の
自
国
で
は
受
け

る
と
こ
と
が
で
き
な
い
。

︵
２
︶
ビ
ザ
受
給
者
は
、
通
常

の
業
務
や
、
米
国
市
民
や
永
住

権
者
が
通
常
雇
わ
れ
る
べ
き
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
就
く
こ
と
は
な

い
。

︵
３
︶
ビ
ザ
受
給
者
は
、
Ｈ-

３
ビ
ザ
滞
在
中
、
研
修
以
外
に

従
業
員
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と

は
な
い
。

︵
４
︶
研
修
は
、
ビ
ザ
受
給
者

に
自
国
︵
ま
た
は
他
の
米
国
外

の
国
︶
で
の
将
来
の
職
業
を
行

う
の
に
た
め
に
な
る
。

︵
５
︶
な
ぜ
研
修
が
必
要
か
、

な
ぜ
同
じ
よ
う
な
研
修
は
ビ
ザ

受
給
者
の
国
で
は
受
け
ら
れ
な

い
の
か
。

︵
６
︶
研
修
で
得
る
知
識
や
技

術
が
米
国
外
で
生
か
さ
れ
る
こ

と
︵
会
得
し
た
知
識
や
技
術
を

生
か
す
職
場
が
米
国
外
に
あ
る

こ
と
︶。

︵
７
︶
申
請
を
す
る
会
社
は
、

研
修
生
を
受
け
入
れ
る
場
所

︵
オ
フ
ィ
ス
、
工
場
等
︶
が
実

際
に
あ
り
、
教
え
る
人
々
︵
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
特
殊
技
能

者
︶
が
存
在
す
る
こ
と
。

　

申
請
を
す
る
会
社
は
、
上
記

の
条
件
を
満
た
し
た
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
移
民
局
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
昨
年
以
降
移
民
局
は
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
の
申
請
数
が
非
常
に

多
く
な
り
、
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
の

選
択
に
漏
れ
て
Ｈ-

３
ビ
ザ
を

申
請
す
る
件
が
増
え
た
こ
と
を

懸
念
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

審
査
を
厳
し
く
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
条
件
を
満
た
し
、
上
記

の
内
容
の
書
類
を
揃
え
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
Ｈ-

３
ビ
ザ
を

申
請
で
き
ま
す
が
、
Ｏ
Ｐ
Ｔ
が

８
月
末
に
切
れ
る
と
い
う
の
な

ら
ば
、
た
と
え
60
日
間
の
グ
レ

ー
ス
ピ
リ
オ
ド
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
す
ぐ
に
準
備
を
し
な
い

と
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま
す
。

 ︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

Ｈ-

３
ビ
ザ
を
取
得
す
る
に
は
？

米
人
教
師
日
本
へ
派
遣

Ｎ
Ｙ
日
商
主
催
で
33
回
目

　

も
し
も
地
球
外
生
物
、
い
わ

ゆ
る
Ｅ
Ｔ
が
地
球
に
侵
略
し
て

き
た
ら
、
人
々
が
生
き
延
び
る

可
能
性
が
高
い
の
は
米
国
の
ど

こ
の
州
か
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
調
査
を
オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ

ジ
ノ
・
サ
イ
ト
︵N

JC
asino.

com

︶
が
行
っ
た
。 

　

同
社
は
、
各
州
の
人
口
密
度

や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
件
数
、
隠
れ
る

こ
と
が
で
き
る
洞
窟
や
森
な
ど

の
自
然
環
境
、
１
人
当
た
り
の

兵
士
や
警
官
数
と
防
衛
費
な
ど

の
項
目
を
比
較
分
析
し
、
10
点

満
点
で
生
存
性
を
評
価
し
た
。

今
年
６
月
、
未
確
認
空
中
現
象

を
調
査
す
る
た
め
に
昨
年
新
設

さ
れ
た
米
国
防
総
省
の
全
領
域

異
常
解
決
局
︵
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｏ
︶
は
、

世
界
中
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
多
数
目
撃

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
正
式
に
認

め
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
元
大
統

領
も
自
身
が
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
動
き
を
す
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
見
た
と
発
言
す
る
な
ど
、
Ｕ

Ｆ
Ｏ
や
地
球
外
生
物
に
対
す
る

関
心
が
再
び
高
ま
っ
て
い
る
。 

　

同
調
査
で
最
も
生
存
性
が
高

い
８
・
04
点
と
評
価
さ
れ
た
の

は
、
人
口
１
人
当
た
り
の
兵
士

数
が
最
も
多
い
バ
ー
ジ
ニ
ア
州

だ
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
州
は
４
位
で
、

人
口
１
人
当
た
り
の
警
官
数
が

最
も
多
く
、
食
料
飲
料
製
造
企

業
が
約
２
６
０
０
社
と
生
き
延

び
る
た
め
の
要
素
は
整
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。一
方
、

Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
談
が
最
も
多
く
、

政
府
の
極
秘
施
設
で
は
な
い
か

と
噂
さ
れ
る
空
軍
基
地
エ
リ
ア

51
が
あ
る
ネ
バ
ダ
州
は
、
砂
漠

が
多
く
避
難
に
適
し
た
地
形
で

は
な
い
た
め
４
・
53
点
と
意
外

に
も
最
下
位
だ
っ
た
。 

宇
宙
人
の
侵
略
に

耐
え
ら
れ
る
州

ラ
ン
キ
ン
グ
発
表

　

車
両
登
録
や
運
転
免
許
証
交

付
な
ど
を
扱
う
Ｎ
Ｙ
州
陸
運
局

︵
Ｄ
Ｍ
Ｖ
︶
は
12
日
、
新
た
に

10
地
域
を
象
徴
す
る
車
両
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
公
表
し
た
。 

　

Ｎ
Ｙ
市
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
は
、
自
由
の
女
神
像
が
ロ
ウ

ワ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
眺
め
る

風
景
で
、
新
た
な
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
版
は
モ
ン
ト
ー
ク
岬
灯

台
と
ク
リ
フ
サ
イ
ド
の
ビ
ー
チ

が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

ア
デ
ィ
ロ
ン
ダ
ッ
ク
山
地
や
ハ

ド
ソ
ン
・
バ
レ
ー
の
自
然
の
景

色
、
州
花
の
バ
ラ
、
支
持
す
る

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
所
属
す
る

友
好
団
体
、
職
能
団
体
、
軍
隊

な
ど
、
選
択
肢
が
広
が
っ
た
。

Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
マ
ー
ク
・
シ
ュ
ロ
ー

ダ
ー
局
長
は
報
道
発
表
で
﹁
Ｎ

Ｙ
州
の
各
地
域
の
特
徴
や
独
自

性
を
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
で
称

え
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
、
自
分
が

住
む
地
域
の
雰
囲
気
と
誇
り
を

車
両
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
﹂

と
伝
え
て
い
る
。 

　

こ
れ
ら
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
は
同
局
の
公
式
サ
イ
ト

dm
v.ny.gov

の

ほ

か

電

話

５
１
８
・
４
０
２
・
４
８
３
８
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
も
申
請
で
き

る
。
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
料
金
は

60
ド
ル
か
ら
。
同
局
は
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

に
関
し
、
不
適
切
、
下
品
、
卑

猥
な
綴
り
や
フ
レ
ー
ズ
な
ど
は

避
け
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

る
。
昨
年
は
１
８
０
０
件
以
上

の
申
請
が
却
下
さ
れ
た
。 

新ナンバープレート 
NY市バージョンも

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
、
和
田
知
徳

会
頭
︶
が
主
催
す
る
米
国
の
教

育
関
係
者
を
日
本
視
察
旅
行
に

招
待
す
る
第
33
回
Ｕ
Ｓ
・
エ
デ

ュ
ケ
ー
タ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
訪
日
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
16
日
夕
、
日
本
ク
ラ
ブ
で
開

催
さ
れ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
明

け
４
年
ぶ
り
の
再
開
で
、
今
年

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

か
ら
16
人
の
米
人
教
師
が
７
月

１
日
か
ら
14
日
ま
で
の
２
週
間

に
わ
た
り
訪
日
す
る
。

　

一
行
は
東
京
、
広
島
、
大
阪
、

京
都
、
金
沢
、
白
川
、
高
山
に

滞
在
し
、
海
外
子
女
教
育
振
興

財
団
︵
東
京
︶
や
、
日
本
の
小

学
校
︵
東
京
と
京
都
︶、
中
学

校
︵
広
島
︶、
高
校
︵
大
阪
︶

の
学
校
訪
問
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
す
る
予
定
。
随
行
と
し

て
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
の
前
田
正
明
事
務

局
長
が
団
体
の
訪
日
に
全
行
程

同
行
す
る
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
先
駆
け
て
日
本
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
、
日
本
観
光
局
︵
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
︶、
全
日
空
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
関
係
各
社
が
参
加

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館
の
遠
藤
彰
主
席
領
事
と
Ｊ

Ｃ
Ｃ
Ｉ
地
域
関
係
委
員
会
の
猪

又
正
大
委
員
長
︵
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米

国
統
括
パ
ー
ト
ナ
ー
︶
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

訪
日
教
師
団
の
団
長
を
務
め

る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
学
校
区
モ
ー

リ
ス
・
セ
ン
ダ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
学
校
の
ワ
ン
ダ
・
エ

リ
ザ
ベ
ス
・
ギ
ャ
ラ
ウ
エ
ー
校

長
は
﹁
長
年
に
わ
た
る
当
地
か

ら
の
米
人
教
師
派
遣
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
、
地
域
の
日
本
語
教
育
に

携
わ
る
教
師
や
日
本
人
子
弟
の

教
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
寄
与
し
て
き
て
い
る
と

思
う
。
今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
再

開
で
、
日
本
の
干
支
の
兎
に
習

っ
て
日
米
交
流
が
紳
士
的
で
情

熱
を
持
っ
て
推
進
で
き
る
よ
う

訪
日
体
験
を
将
来
に
役
立
て
た

い
﹂
と
語
っ
た
。

　

本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
デ

リ
バ
リ
ー
ワ
ー
カ
ー
の
最
低
賃

金
が
７
月
12
日
よ
り
時
給
17
・

96
ド
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｙ
市
に
よ
れ
ば
、
現
在
お
よ

そ
６
万
人
の
配
達
員
が
市
内
で

働
い
て
い
る
が
、
そ
の
平
均
時

給
は
７
ド
ル
ほ
ど
。
チ
ッ
プ
を

入
れ
て
平
均
11
ド
ル
ほ
ど
で
、

州
の
最
低
賃
金
の
15
ド
ル
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
。
な
か
に

は
１
回
の
配
達
で
２
、
３
ド
ル

し
か
払
っ
て
い
な
い
会
社
も
あ

り
、
収
入
の
３
分
の
２
を
チ
ッ

プ
に
頼
っ
て
い
る
配
達
員
も
多

い
と
い
う
。
Ｎ
Ｙ
市
消
費
者
・

労
働
者
保
護
局
に
よ
れ
ば
、
ア

プ
リ
ベ
ー
ス
の
配
達
員
に
は
１

時
間
あ
た
り
少
な
く
と
も
17
・

96
ド
ル
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。こ
れ
は
チ
ッ
プ
を
含
ま
ず
、

１
分
あ
た
り
30
セ
ン
ト
に
相
当

す
る
。
経
営
者
側
は
反
発
し
て

い
る
。　

︵
関
連
記
事
７
面
に
︶

配
達
員
の
最
低
賃
金

７
月
12
日
引
き
上
げ

訪
日
予
定
の
米
人
教
師
と
随
行
の
前
田
事
務
局
長
︵
後
列
左
端
︶

https://www.maxjob.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com


(5)　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2023 年（令和 5 年）6 月 24 日（土）

　

東
京
海
上
日
動
、
７
月
か
ら

166

　

今
回
は
、
50
歳
代
以
上
で
あ

っ
て
、
会
社
勤
め
で
、
﹁
定
年
﹂

と
や
ら
に
ど
う
準
備
し
て
い
く

か
。
い
わ
ゆ
る
﹁
定
年
対
策
﹂﹁
リ

ス
キ
リ
ン
グ
﹂
系
の
ひ
と
つ
の

新
語
﹁
未
定
年
﹂
と
提
唱
さ
れ

る
新
世
代
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
そ
う
は
い
っ
て

も
、
私
と
し
て
は
18
年
前
に
介

護
業
界
に
入
っ
た
時
点
か
ら
既

に
準
備
し
て
い
る
定
年
対
策
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
介
護
に
な
っ

た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
？
に
対

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
持
ち
、
千

社
以
上
の
経
営
指
南
を
し
て
き

て
い
た
の
で
、
﹁
今
更
な
が
ら

リ
ス
キ
リ
ン
グ
も
ね
え
だ
ろ

う
﹂
と
い
う
高
み
の
見
物
さ
な

が
ら
の
気
持
ち
で
読
み
始
め
た

﹁
未
定
年
図
鑑
﹂
と
い
う
本
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
本
の
第
１
章
か
ら
２
章

ま
で
、
匿
名
27
人
の
定
年
前
の

生
き
方
の
成
功
と
失
敗
の
ス
ト

ー
リ
ー
が
面
白
お
か
し
く
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は
読

み
飛
ば
し
た
感
も
あ
り
ま
し
た

が
、
第
３
章
後
半
に
き
て
突

出
し
て
き
た
﹁
キ
ャ
リ
ア
自

律
﹂
と
い
う
言
葉
あ
た
り
か
ら

愕
然
。
自
分
の
高
み
か
ら
す
る

す
る
と
滑
り
降
り
て
い
く
気
分

に
晒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
登

場
す
る
の
が
﹁
当
事
者
意
識
﹂
。

前
回
コ
ラ
ム
で
書
き
ま
し
た

﹁
若
者
へ
の
警
鐘
﹂
で
出
て
き

た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
り
ま
す

よ
ね
。
自
分
に
は
あ
っ
て
当
然

と
思
っ
て
い
た
﹁
当
事
者
意

識
﹂
。
実
は
あ
る
よ
う
に
見
え

て
実
は
な
か
っ
た
こ
と
が
第
３

章
で
露
呈
さ
れ
た
の
で
す
。
さ

ら
に
は
、
﹁
マ
イ
ン
ド
リ
セ
ッ

ト
﹂
。
考
え
方
や
思
考
パ
タ
ー

ン
を
変
え
な
け
れ
ば
、
同
じ
年

齢
で
、
同
じ
環
境
で
も
、﹁
準

備
の
本
質
﹂
を
捉
え
て
い
な
け

れ
ば
﹁
定
年
格
差
﹂
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
こ
こ
５
年
く

ら
い
は
あ
ま
り
大
き
な
マ
イ
ン

ド
リ
セ
ッ
ト
も
せ
ず
、
た
だ
漫

然
と
自
信
に
満
ち
た
思
考
パ
タ

ー
ン
で
あ
ら
ゆ
る
判
断
を
し

て
、
他
人
の
ご
意
見
を
自
己
流

で
曲
げ
て
き
た
よ
う
な
反
省
に

満
ち
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
﹁
今

の
自
分
﹂
に
当
事
者
意
識
を
目

覚
め
さ
せ
る
言
葉
﹁
未
定
年
の

い
ま
が
充
実
し
て
い
る
人
ほ
ど

そ
の
危
険
性
が
高
い
﹂
と
！
ま

さ
に
、
今
の
自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
帳
は
予
定
が
埋
め
尽
く
さ

れ
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
満
足

し
て
い
る
自
分
が
恥
ず
か
し
く

﹁
未
定
年
﹂
世
代
を
考
え
る

な
る
の
で
し
た
。

　

関
西
の
往
年
の
笑
い
で
﹁
わ

し
ゃ
止
ま
る
と
死
ぬ
ん
じ
ゃ

ー
﹂
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
実
は
自
分
自
身
は
必
死
に

動
い
て
い
る
よ
う
で
、
ど
う
や

ら
同
じ
場
所
で
足
だ
け
バ
タ
つ

か
せ
止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
た
だ
仕
事
に
追
わ
れ
て

い
る
、
他
人
に
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
必
死
に
な
っ
て
い
る

だ
け
で
、
自
己
満
足
か
恍
惚
感

に
溢
れ
て
い
る
だ
け
だ
と
、
こ

の
本
の
後
半
以
降
で
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。
自
分
自
身
、
な
ん

と
な
く
﹁
60
歳
に
な
っ
た
ら
、

65
歳
に
な
っ
た
ら
﹂﹁
健
康
寿

命
を
延
ば
そ
う
﹂
と
思
い
描
い

て
い
て
も
﹁
も
し
も
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
ら
﹂﹁
他
人
の
支

援
な
し
に
生
き
て
い
け
な
く
な

っ
た
ら
﹂
ま
で
は
こ
の
本
に
は

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
う

い
う
行
間
ま
で
想
像
さ
せ
て
気

付
か
さ
せ
て
く
れ
る
本
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
２
０
２
５
年

の
関
西
万
博
も
﹁
生
き
る
﹂﹁
健

康
﹂
が
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す

が
、﹁
生
き
る
の
延
長
﹂
で
も

あ
る
﹁
死
ぬ
﹂
や
﹁
不
健
康
﹂

は
採
択
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
実

は
、
３
年
前
、
私
が
大
阪
市
立

大
学
院
都
市
経
営
研
究
の
万
博

の
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
の
際
に

挙
手
し
て
、
裏
テ
ー
マ
と
し
て

提
案
し
ま
し
た
が
一
笑
に
臥
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
集
客
を

目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
は

﹁
裏
﹂
な
ん
て
要
ら
な
い
で
す

も
ん
ね
。
で
も
、
そ
れ
が
行
間

な
ん
で
す
。
気
づ
く
か
気
づ
か

な
い
か
は
、
感
じ
る
人
次
第
な

ん
で
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
本
か

ら
得
ら
れ
た
未
定
年
時
代
の
わ

た
し
に
、﹁
き
っ
か
け
﹂
に
な

る
筆
者
が
創
ら
れ
た
新
語
﹁
ラ

イ
フ
・
パ
ト
ロ
ー
ル
﹂。
映
画

的
に
い
え
ば
﹁
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ

テ
ィ
﹂
で
し
ょ
う
け
ど
、
こ
れ

か
ら
の
出
会
い
、
一
期
一
会
を

も
っ
と
大
切
に
し
た
い
な
と
、

じ
ん
わ
り
、
私
は
マ
イ
ン
ド
リ

セ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
気
付
か
さ

れ
た
の
で
し
た
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
地
方
選

挙
の
投
票
率
は
全
米
の
主
要
都

市
の
な
か
で
も
下
位
に
位
置

し
、毎
回
25
％
ほ
ど
し
か
な
い
。

投
票
率
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
２
０
２
１
年
１
月
に
結

成
さ
れ
たG

oV
oteN

Y
C

が

６
月
に
発
表
し
た
報
告
書
に
よ

る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
団
体

の
働
き
か
け
に
よ
り
投
票
率
が

大
幅
に
上
が
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

同
団
体
は
２
０
２
１
年
と

22
年
、
投
票
に
つ
い
て
人
々

を
教
育
す
る
た
め
の
助
成
金

２
４
５
万
ド
ル
を
市
内
の
投
票

率
の
低
い
18
の
地
域
の
非
営
利

団
体
に
交
付
し
た
。
総
数
で
、

21
年
に
２
０
０
万
人
、
22
年
に

は
１
８
０
万
人
の
市
民
と
接
触

し
た
。
２
０
２
１
年
に
助
成
金

を
受
け
取
っ
た
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

連
盟
は
選
挙
活
動
員
だ
け
で
な

く
選
挙
の
重
要
性
や
投
票
の
呼

び
か
け
を
行
っ
た
。
同
連
盟
が

連
絡
を
取
っ
た
ラ
テ
ン
系
有
権

者
は
市
内
全
域
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
有
権
者
全
体
の
２
倍
の
割

合
で
投
票
し
た
と
い
う
。

地
方
団
体
が
貢
献

Ｎ
Ｙ
州
の
投
票
率

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
20
日
、
同
ク

ラ
ブ
の
会
員
に
対
し
、﹁
マ
ル

ウ
ェ
ア
感
染
に
よ
る
情
報
漏
え

い
の
可
能
性
に
関
す
る
お
詫
び

と
、
漏
え
い
デ
ー
タ
を
用
い
た

不
審
メ
ー
ル
に
関
す
る
注
意
喚

起
に
つ
い
て
﹂
と
題
す
る
メ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
ク
ラ

ブ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
マ
ル

ウ
ェ
ア
に
感
染
し
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
保
存
さ
れ
て
い
る
会
員

情
報
が
窃
取
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
と

い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
ク

ラ
ブ
を
装
っ
た
第
三
者
か
ら
の

不
審
な
メ
ー
ル
が
送
付
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
同
ク

ラ
ブ
事
務
局
で
は
、
会
員
に
多

大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
お

詫
び
し
た
上
で
﹁
日
本
ク
ラ
ブ

か
ら
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
場

合
、
送
信
元
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
す
る

こ
と
﹂
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
日
本
ク
ラ
ブ
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
末
尾
が

@
nipponclub.org 

と
な
っ

て
い
る
が
、@

nipponclub.
com

や @
n

ip
p

on
clu

b
.

co.jp 

な
ど
、
メ
ー
ル
Ｉ
Ｄ
が

微
妙
に
異
な
る
場
合
は
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
詐
欺
の
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
会
員
が
過
去
に
メ
ー
ル

の
や
り
取
り
を
し
た
こ
と
の
あ

る
、
実
在
の
日
本
ク
ラ
ブ
職
員

の
氏
名
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で

メ
ー
ル
が
届
い
た
場
合
も
、
必

ず
差
出
人
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
の
末
尾
︵@

nipponclub.
org

︶
を
確
認
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
不

審
な
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
場
合

は
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
や
メ
ー
ル

本
文
の 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
ク
リ
ッ
ク

せ
ず
、
メ
ー
ル
を
削
除
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

マ
ル
ウ
ェ
ア
と
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
に
損
害
を
与
え
た
り
、
機

能
を
停
止
さ
せ
た
り
す
る
た
め

に
特
別
に
設
計
さ
れ
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
一
種
。
個
人
情
報
を

盗
ん
だ
り
、
フ
ァ
イ
ル
を
削
除

し
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
制

御
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

日
本
ク
ラ
ブ
の
メ
ー
ル

乗
っ
取
ら
れ
た
可
能
性

　

保
険
大
手
の
東
京
海
上
日
動

の
海
外
旅
行
保
険
料
が
７
月
１

日
以
降
の
加
入
か
ら
大
幅
値
上

げ
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
30
歳
以
上
69
歳
以

下
の
一
般
的
な
プ
ラ
ン
︵
傷

害
・
疾
病
死
亡
１
千
万
円
、
治

療
費
用
３
千
万
円
、
治
療
後
障

害
１
千
万
円
、
賠
償
責
任
１
億

円
、
そ
の
他
携
行
品
損
害
10
万

円
や
航
空
機
遅
延
や
手
荷
物
等

含
む
︶
の
１
年
間
の
保
険
料

は
、
現
行
の
30
万
３
９
６
０

円
が
44
万
８
３
７
０
円
に
値

上

が

り

す

る
。

昨

年

10

月

も

20
万
８
４
９
０
円
か
ら

30
万
３
９
６
０
円
と
大
幅
な
値

上
げ
が
あ
っ
た
ば
か
り
。

　

70
歳
以
上
も
同
様
に
大
幅

上

昇
、

51

万

６

５

０

円

が

93
万
４
７
２
０
円
と
な
る
。
一

方
で
29
歳
以
下
の
値
上
げ
幅
は

小
さ
く
20
万
８
４
９
０
円
が

24
万
５
７
０
円
と
な
る
。
ま
た

31
日
以
下
な
ど
の
短
期
渡
航
も

値
上
げ
幅
は
小
さ
い
。

　

損
害
保
険
の
料
率
改
定
は
金

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
ビ
ー

チ
は
メ
モ
リ
ア
ル
・
デ
ー
の
週

末
か
ら
公
式
に
海
開
き
し
た

が
、
同
市
公
園
局
は
、
今
夏
は

ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
不
足
で
、
ビ
ー

チ
や
公
共
プ
ー
ル
の
営
業
時
間

を
短
縮
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

伝
え
て
い
る
。 

　

ス
ー
・
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
同
局
長

は
５
月
22
日
の
同
局
委
員
会

で
﹁
す
べ
て
の
ビ
ー
チ
と
プ
ー

ル
を
開
設
す
る
に
は
ラ
イ
フ
ガ

ー
ド
が
約
１
４
０
０
人
必
要
で

あ
る
。
８
０
０
〜
９
０
０
人
確

保
で
き
な
い
場
合
は
勤
務
を
午

前
11
時
〜
午
後
７
時
の
１
シ
フ

ト
制
に
制
限
す
る
な
ど
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
伝
え

た
。
ま
た
同
27
日
付
の
Ｎ
Ｙ
タ

イ
ム
ズ
紙
の
記
事
は
、
今
夏
、

同
市
内
の
ビ
ー
チ
や
プ
ー
ル
を

巡
回
で
き
る
監
視
員
数
は
経
験

者
２
８
０
人
と
新
人
２
０
０
人

の
合
計
４
８
０
人
で
、
同
局
が

求
め
る
人
数
の
３
分
の
１
に
留

ま
っ
て
い
る
。 

　

昨
夏
は
、
有
資
格
の
ラ
イ

フ
ガ
ー
ド
を
６
月
末
ま
で
に

５
２
９
人
、
ビ
ー
チ
や
プ
ー
ル

が
最
も
混
雑
す
る
７
月
４
日
の

独
立
記
念
日
前
ま
で
に
さ
ら
に

３
０
０
人
を
確
保
し
た
。
し
か

し
、
２
０
１
６
年
の
１
５
０
０

人
、
21
年
の
１
０
０
０
人
と
比

べ
る
と
著
し
く
減
少
し
て
い

る
。
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
減
少
の
原

因
は
、特
に
Ｎ
Ｙ
市
の
場
合
は
、

合
格
が
困
難
な
資
格
検
定
試
験

や
、
同
市
政
と
地
元
ラ
イ
フ
ガ

ー
ド
組
合
間
の
契
約
交
渉
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
人
材
不
足

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
会
の
損
失

な
ど
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
関
連
の
問

題
も
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。

ライフガード不足で

ビーチやプール休業

融
庁
の
認
可
が
必
要
な
た
め
、

理
由
も
な
く
大
幅
に
値
上
げ
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
す
で
に
損

害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
や
三
井
住
友

海
上
火
災
は
、
４
年
ほ
ど
前
か

ら
前
記
同
様
の
一
般
的
プ
ラ
ン

の
年
間
保
険
料
は
45
万
円
以
上

に
な
っ
て
い
た
。
新
興
国
な
ど

で
の
治
療
費
高
騰
や
円
安
で
保

険
金
支
払
額
が
膨
ら
ん
だ
の
が

原
因
だ
。
ま
た
長
期
に
な
る
ほ

ど
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
ケ
ガ
や

病
気
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
た

め
保
険
料
も
高
く
な
る
が
、
定

年
後
に
長
期
旅
行
を
楽
し
む
高

齢
者
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

東
京
海
上
日
動
も
﹁
医
療
費

水
準
上
昇
に
伴
い
支
払
保
険
金

の
大
部
分
を
占
め
る
治
療
・
救

援
費
用
等
の
支
払
保
険
金
単
価

が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
お
よ
び
円
安

の
急
激
な
進
行
、
そ
し
て
海
外

渡
航
者
の
高
齢
化
等
を
背
景
と

し
て
、
損
害
率
が
悪
化
し
た
﹂

こ
と
を
値
上
げ
の
理
由
と
し
て

い
る
。

　

現
在
、
主
要
保
険
会
社
の
一

般
的
プ
ラ
ン
の
年
間
保
険
料

は
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
が

50
万
５
７
０
円
、
三
井
住
友

海
上
火
災
が
48
万
６
２
７
０

円
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和

損
害
保
険
が
48
万
６
２
７
０

円
だ
。
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
が

24

万

９

６

４

０

円
、

チ

ャ

ブ
︵C

hubb

︶
損
害
保
険
は

21
万
４
４
６
０
円
だ
が
、
両
社

と
も
長
期
契
約
に
は
厳
し
い
条

件
が
あ
る
。
東
京
海
上
日
動
の

海
外
旅
行
保
険
は
必
ず
し
も
一

時
帰
国
す
る
必
要
は
な
い
な

ど
、
条
件
が
そ
れ
ほ
ど
厳
し
く

な
く
幅
広
い
人
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
帰
国

が
難
し
か
っ
た
時
期
も
助
か
っ

た
と
思
っ
た
人
は
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
７
月
１
日
の
料
金

改
定
を
前
に
駆
け
込
み
加
入
が

増
え
そ
う
だ
。

海外旅行保険値上げ
昨
年
10
月
か
ら
倍
僧

昨年 10 月まで
20 万 8490 円

今年７月から
44 万 8370 円

 ↓

http://jch-tomo.org/
http://myriverside.net/home
http://www.rostamilaw.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:@nipponclub.org
mailto:@nipponclub.org
mailto:@nipponclub.org
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Ｒ
の
発
音
は
﹁
舌
先
を
巻
く
﹂

と
習
い
、
や
っ
て
み
る
け
ど
、

何
か
が
違
う
と
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
あ
な
た
の
そ
の

直
感
は
正
し
い
の
で
す
。
舌
先

を
巻
い
た
と
こ
ろ
で
、
英
語
の

Ｒ
の
音
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
で

は
な
ぜ
こ
の
﹁
舌
先
を
巻
く
﹂

と
い
う
教
え
方
が
定
着
し
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

人
の
口
の
中
は
、
繊
細
で
触

覚
的
な
世
界
で
す
。
触
覚
を
分

析
し
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
た

し
た
。

　

こ
の
口
内
断
面
図
で
は
、
Ｒ

の
舌
は
舌
先
を
巻
い
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
厳
密
に
は

﹁
舌
先
を
﹂
巻
い
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。﹁
舌
横
を
﹂

広
げ
て
上
奥
歯
に
つ
け
る
こ
と

で
、舌
先
は
﹁
受
動
的
に
移
動
﹂

し
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

問
題
は
口
内
断
面
図
で
は
舌

の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
み
を
表

し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
英
語

で
最
も
重
要
な
﹁
舌
横
﹂
が
見

え
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
日
本
人

は
日
本
語
特
有
の
筋
肉
の
ク
セ

が
発
達
し
て
い
て
、
舌
先
を
意

識
す
る
と
舌
全
体
が
固
ま
っ
て

し
ま
い
、
英
語
の
Ｒ
の
音
に
は

な
り
得
な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
筋
肉
の
ク
セ
の
働
き
を

阻
止
す
る
方
法
で
英
語
発
音
を

練
習
し
な
い
と
、
Ｒ
の
発
音
は

お
ろ
か
、
ど
の
英
語
の
音
も
楽

に
正
し
く
発
音
で
き
な
い
の
で

す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

24

Ｒ
は
舌
先
を
巻
く
？

人
種
や
経
済
の
格
差 

い
ま
だ
進
学
に
影
響

め
、
一
般
的
な
発
音
矯
正
で
は

理
解
の
補
助
と
し
て
視
覚
的
な

口
内
断
面
図
が
使
わ
れ
て
き
ま

　

実
際
、
ス
タ
イ
ヴ
ェ
サ
ン
ト

高
校
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
実
業
高

校
を
含
む
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ズ
ド

高
校
の
８
校
は
、
標
準
テ
ス
ト

の
成
績
を
い
ま
だ
重
視
し
て
お

り
、
入
学
者
の
受
け
入
れ
方
針

を
変
え
て
い
な
い
。
黒
人
や
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
学
生
は
、
Ｎ
Ｙ

市
の
全
８
年
生
の
３
分
の
２
を

占
め
る
が
、
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ズ

ド
高
校
の
進
学
枠
は
10
％
弱
、

ス
タ
イ
ヴ
ェ
サ
ン
ト
高
校
に
関

し
て
は
７
６
０
席
の
う
ち
進
学

が
決
ま
っ
た
黒
人
学
生
は
わ
ず

か
７
人
だ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
昨
秋
、

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
と
高
校
へ
の

進
学
に
関
す
る
方
針
転
換
を
表

明
し
た
が
、
希
望
す
る
公
立
校

に
進
学
す
る
学
生
が
増
え
た
一

方
で
、
家
庭
の
人
種
的
、
経
済

的
環
境
が
進
学
に
い
ま
だ
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
、
Ｎ
Ｙ
市
教

育
局
︵
Ｄ
Ｏ
Ｅ
︶
が
１
日
に
公

表
し
た
デ
ー
タ
で
明
ら
か
に
な

っ
た
。 

　

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
の
成
績
優

秀
者
は
優
先
的
に
エ
リ
ー
ト
高

校
進
学
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
る

が
、
標
準
的
な
成
績
の
学
生
は

志
望
校
に
出
願
し
た
後
、
抽
選

で
進
学
先
が
調
整
さ
れ
る
。
今

年
は
、
第
１
〜
３
志
望
校
の
う

ち
の
１
校
か
ら
オ
フ
ァ
ー
を
受

け
た
８
年
生
は
、
進
学
希
望
者

の
４
分
の
３
と
昨
年
と
変
わ
り

は
な
か
っ
た
。
志
望
し
て
い
な

い
高
校
に
進
学
が
決
ま
っ
た
学

生
は
約
５
８
０
０
人
だ
っ
た
。

同
局
報
道
官
の
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ス

タ
イ
ヤ
ー
氏
に
よ
る
と
、
志
望

校
に
進
学
で
き
な
か
っ
た
学
生

た
ち
は
、
出
願
数
が
少
な
い
傾

向
が
あ
る
。
ま
た
必
須
科
目
の

成
績
で
審
査
さ
れ
る
ス
ペ
シ
ャ

ラ
イ
ズ
ド
高
校
の
よ
う
な
競
争

率
の
高
い
高
校
の
多
く
で
は
今

年
は
、
黒
人
や
低
所
得
家
庭
の

学
生
の
進
学
が
昨
年
よ
り
も
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

　マンハッタンのウエストサイド 52 丁目にある桟
橋、ピア 94 は映画撮影所として再開発されること
が決まったが、ニューヨーク市が数千万ドルの修
理・維持費を拠出、賃料も近隣の桟橋のテナント
が払うよりはるかに安い。誘致とはいえ優遇し過
ぎではないかとの疑問の声が出ている。
　ニューヨーク市と開発会社のボルネード・リア
ルティ・トラスト社との協定では市は 2060 年ま
での桟橋の修理と維持に 7350 万ドルを約束して
いる。撮影所の利益の一部は市と共有するものの、
リース代は年間約 90 万ドルで開始、上限の 280
万ドルになるのは 86 年後だ。地元や州、連邦の当
局者からなるグループは、アダムス市長率いるニ
ューヨーク市が競争入札ではない方法でボルネー
ド社に開発を許可したことを疑問視している。

ウエストサイドの 94 埠頭

映画撮影所として再開発へ
NY 市の優遇策に疑問視も

地
味
な
努
力
を積

み
重
ね
る

自
ら
燃
え
る

　

大
き
な
夢
や
願
望
を
も
つ
こ

と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
も
、

日
々
の
仕
事
の
中
で
は
、
一
見

　

物
に
は
可
燃
性
、
不
燃
性
、

自
燃
性
の
も
の
が
あ
る
よ
う

に
、
人
間
の
タ
イ
プ
に
も
火
を

近
づ
け
る
と
燃
え
上
が
る
可
燃

地
味
で
単
純
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

と
き
に
は
﹁
自
分
の
夢
と
現
実

性
の
人
、
火
を
近
づ
け
て
も
燃

え
な
い
不
燃
性
の
人
、
自
分
で

カ
ッ
カ
と
燃
え
上
が
る
自
燃
性

の
人
が
い
ま
す
。

12

の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ

る
﹂
と
感
じ
て
思
い
悩
む
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
分
野

で
あ
っ
て
も
、
す
ば
ら
し
い
成

果
を
見
出
す
ま
で
に
は
、
改
良
・

改
善
へ
の
取
り
組
み
、
基
礎
的

な
実
験
や
デ
ー
タ
の
収
集
、
足

を
使
っ
た
受
注
活
動
な
ど
の
地

味
な
努
力
の
繰
り
返
し
が
あ
る

の
で
す
。

　

偉
大
な
こ
と
は
最
初
か
ら
で

き
る
の
で
は
な
く
、
地
味
な
努

力
の
一
歩
一
歩
の
積
み
重
ね
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す

る
人
は
、
自
ら
燃
え
る
情
熱
を

も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
校
野
球
で
は
、
心
か
ら
野
球

の
好
き
な
若
者
た
ち
が
、
甲
子

園
と
い
う
大
き
な
目
標
を
目
指

し
、
一
丸
と
な
っ
て
生
き
生
き

と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
姿
に
は
、
未
来
へ
の
可
能
性

と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
躍
動
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
彼
ら
は
自
ら

燃
え
る
自
燃
性
の
集
団
な
の
で

す
。

　

自
ら
燃
え
る
た
め
に
は
、
自

分
の
し
て
い
る
こ
と
を
好
き
に

な
る
と
同
時
に
、
明
確
な
目
標

を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞

盛心塾ニューヨーク

 www.seishinjukuny.org

mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://nyseikatsu.com/gallery/
mailto:SONY@stathera.org
http://www.seishinjukuny.org
slidemethod.com
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︻
ア
メ
リ
カ
の
人
事
部
︼
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で

浮
上
す
る
落
と
し
穴
︵
そ
の
３
︶

クイック USA

137

と
を
強
く
お
奨
め
い
た
し
ま

す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
終
了
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
人
々
の
動
き

を
加
速
さ
せ
ま
す
。
今
ま
で
旅

行
を
自
粛
し
て
こ
ら
れ
た
方
々

も
こ
の
夏
以
降
、
ア
メ
リ
カ
国

内
の
み
な
ら
ず
海
外
に
も
足
を

伸
ば
し
て
み
よ
う
と
な
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
格
段
に
増
え
る
で
あ

ろ
う
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ほ
ど

で
も
な
い
ほ
ど
で
す
。
こ
う
い

っ
た
状
況
下
で
従
業
員
が
事
前

に
会
社
に
は
何
も
連
絡
せ
ず
、

気
が
つ
い
て
み
た
ら
、
他
州
や

他
国
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
仕
事
を

し
て
い
た
こ
と
が
後
か
ら
発
覚

す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
会

社
に
と
っ
て
は
最
も
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
例
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
意
味

で
も
会
社
と
し
て
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
中
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
は

ま
た
異
な
る
、
恒
久
的
な
平
時

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
ポ
リ
シ
ー

を
再
度
作
っ
て
、
従
業
員
に
配

布
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
喫
緊
の
テ
ー
マ
と
し
て
会

社
で
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
す
。
さ
も
な

け
れ
ば
、
異
な
る
管
轄
下
の
税

当
局
か
ら
税
未
払
い
の
指
摘
や

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
る
と
い
う

考
え
も
し
な
か
っ
た
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
上
で
の
落
と
し
穴
に
会

社
も
従
業
員
自
身
も
は
ま
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖
と
し
て

潜
在
的
な
リ
ス
ク
の
所
在
が
あ

る
こ
と
を
喚
起
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

酒
井 

謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

日
本
に
里
帰
り
を
し
た
と
き

を
利
用
し
て
日
本
で
の
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て

く
る
現
地
採
用
の
日
本
人
従
業

員
の
方
が
と
き
ど
き
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
は
耳
に
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
と
こ
ろ
が
何
か
月
も
日

本
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
と
、
た
と
え
賃
金

が
ア
メ
リ
カ
の
現
地
日
系
企
業

か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
て
も
、
日
本
で
の

税
の
徴
収
が
発
生
し
な
い
と
い

う
保
証
に
は
な
ら
な
い
の
で

す
。
こ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
私
は

公
認
会
計
士
や
税
理
士
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
以
上
私

の
口
か
ら
断
定
的
な
こ
と
は
申

し
上
げ
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、

税
が
発
生
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
し
な
く
て
す
む
の
か
、
会
社

は
事
前
に
会
計
や
税
金
の
プ
ロ

の
方
々
に
ご
相
談
な
さ
れ
る
こ

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　最近よく聞く言葉に Nepo Baby があります。Nepo は Nepotism の省略形で、社会的に影
響力がある人が家族のために、身内びいきすることを意味します。つまり、Nepo Baby とは
親の名声やコネの下、成功する子供たちのことです。（Celebrity Child という言葉もあります）
ハリウッドにも日本の芸能界にも、たくさんの Nepo Baby がいます。メリル・ストリープの
娘ルイーザ・ジェイコブソンや森山良子の息子直太朗を、さっと思い浮かべましたが、その例

はキリがありません。
　普通の人から見れば、親の七光りのおかげで、成功するのは不公平に感じられるかも知れません。実力主義

（Meritocracy) を否定しかねないものだからです。もっとも、Nepo Baby ということで、逆に警戒されることもあ
るようで、成功するには人の何倍もの努力が必要という指摘もあります。いずれにせよ、有名な親の子供が注目を
浴びるという現実は変わりません。米国でも日本でも、業界もファンも Nepo Baby を話題にして盛り上がります。
　政治の世界でも、Bush 親子が大統領になったり、ケネディ家の子孫が政治家になったりしたことを、Nepo 
Baby と表現する人もいます。それなら、日本の政治においても、昔から Nepo Baby がたくさん存在しています。　
総理大臣の息子が秘書官として選ばれた件は、本人がしっかりしていないと、結局は成功しないことを明らかにし
ましたね。Nepo Baby という表現は、良くも悪くも、興味深い話題を我々に提供していくことでしょう。　　　　　　　　　　　

　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Nepo Baby  親の名声の下、成功する子供　　 米 語
Watch
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海外在住者向け
日本の年金セミナー

オンラインで 29 日

　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
社
の
出
張
業

務(

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル)

を

専
門
に
扱
う
チ
ー
ム
が
15
日
、

同
社
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ロ
ウ
ズ
・
リ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ホ
テ
ル
で
日
米

取
引
先
関
係
者
を
招
い
て
開
催

し
た
。
当
日
は
報
道
関
係
者
を

含
む
60
人
余
り
が
参
加
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
明
け
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
以
後
の
対
面
式
国
内
イ
ベ

ン
ト
や
企
業
の
出
張
が
増
え
る

傾
向
が
あ
る
中
で
、
米
国
東
海

岸
か
ら
日
本
へ
の
出
張
を
促
進

し
、
同
社
が
抱
え
る
２
万
件
に

及
ぶ
日
米
ホ
テ
ル
の
出
張
滞
在

手
配
業
務
、
航
空
券
の
手
配
業

務
な
ど
、
大
小
揃
え
た
企
業
パ

ッ
ケ
ー
ジ
で
日
系
企
業
、
日
本

と
取
引
の
あ
る
米
企
業
へ
同
社

の
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
も
ら
う

の
が
狙
い
。

　

当
日
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
米

国
本
社
か
ら
舘
澤
利
典
社
長
、

同
社
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
門
︵
東
海

岸
統
括
・
田
尾
健
二
郎
副
社
長
︶

か
ら
滝
沢
好
直
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ホ
ス
ト
役
と

し
て
招
待
客
を
迎
え
、
同
部
門

担
当
の
ジ
ー
ト
・
デ
・
ボ
ウ
副

社
長
が
歓
迎
の
ス
ピ
ー
チ
を
し

た
。
取
引
先
航
空
会
社
を
代
表

し
て
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
ア

ジ
ア
太
平
洋
営
業
部
の
四
辻
公

男
上
級
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
祝
辞

と
同
社
の
日
米
間
最
大
の
直
行

便
数
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
利
用
を

呼
び
か
け
た
。

　

舘
澤
社
長
は
﹁
出
張
渡
航
業

務
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
む

が
、
ス
タ
ッ
フ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
の
二
刀
流
で
、
昨
年
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
北
米

で
周
知
活
動
を
強
化
し
て
い

る
。
そ
れ
に
伴
う
会
議
や
展
示

会
の
ニ
ー
ズ
に
も
今
後
細
か
く

対
応
し
て
行
き
た
い
﹂
と
話
し

た
。
同
社
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
向
け
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
揃
え
て

い
る
と
い
う
。

左から舘澤社長、ボウ副社長、滝沢ジェネラル・マネージャー

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
業
務
強
化

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
海
外
連
携

出張旅行応援します

食
品
ゴ
ミ
分
別
を
義
務
化 

堆
肥
化
促
進
法
案
可
決

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
は
８

日
、
食
品
ゴ
ミ
の
分
別
を
義
務

付
け
、
堆
肥
化
を
促
進
す
る
法

案
﹁
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
・
ア

ク
ト
﹂
を
可
決
し
た
。 

　

Ｎ
Ｙ
市
で
は
す
で
に
再
生
可

能
ゴ
ミ
の
分
別
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
堆
肥
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
市
内
各
地
域
で
進
行
し
て

い
る
。
３
つ
目
の
項
目
と
な
る

﹁
堆
肥
化
用
ゴ
ミ
﹂
の
分
別
義

務
化
は
、
今
年
10
月
か
ら
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
と
ク
イ
ー
ン
ズ
で
始

ま
り
、
来
年
３
月
に
ブ
ロ
ン
ク

ス
と
ス
タ
テ
ン
島
、
24
年
10
月

に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
施
行
と
な

る
。
同
市
内
の
食
品
廃
棄
物
の

大
半
は
ゴ
ミ
処
理
地
に
廃
棄
さ

れ
て
い
る
が
、
世
界
的
な
気
候

変
動
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

メ
タ
ン
ガ
ス
を
大
気
に
排
出
し

て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て

い
た
。 

　

同
市
議
会
の
ア
ド
リ
ア
ン
・

ア
ダ
ム
ス
議
長
は
﹁
堆
肥
化
や

リ
サ
イ
ク
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
し
て
、
現
在
の
ゴ
ミ
廃

棄
場
や
焼
却
炉
の
利
用
か
ら
、

２
０
２
３
年
ま
で
に
再
生
利
用

可
能
や
有
機
性
廃
棄
物
に
転
換

す
る
と
い
う
共
通
の
ゴ
ー
ル

に
、
す
べ
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
が
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
﹂
と
声
明
で
伝
え
た
。
ま

た
同
法
案
を
提
出
し
た
サ
ン
デ

ィ
・
ナ
ー
ス
同
市
議
会
議
員
は

﹁
同
法
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
を
目
指
す
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

の
団
結
し
た
パ
ワ
ー
の
証
で
あ

り
、揺
る
ぎ
な
い
誓
約
で
あ
る
。

生
存
の
た
め
に
、
協
力
関
係
を

築
き
、
教
育
、
組
織
、
結
集
を

継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
﹂
と
話
し
て
い
る
。

楽しい

 
週
刊
Ｎ
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ル
版
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海
外
在
住
者
の
た
め
の
日
本

の
﹁
年
金
受
給
の
基
礎
知
識
﹂

と
題
し
た
無
料
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ

ー
︵
主
催
・
く
ら
し
フ
ィ
ー
ド
︶

が
、
29
日
︵
木
︶
午
後
８
時
か

ら
開
催
さ
れ
る
。
講
師
は
社
会

保
険
労
務
士
の
土
居
靖
子
さ

ん
。
老
齢
年
金
の
基
本
︵
受
給

資
格
、
受
給
開
始
年
齢
、
繰
上

げ
・
繰
下
げ
受
給
︶、
日
米
社

会
保
障
協
定
の
意
味
、
日
本
で

の
年
金
請
求
の
届
出
・
手
続

き
、
海
外
か
ら
の
手
続
き
と
必

要
書
類
、
注
意
点
、
国
籍
を
失

っ
て
い
る
場
合
な
ど
を
解
説
す

る
。
質
疑
応
答
も
あ
る
。
定
員

30
人
。
参
加
費
無
料
。
申
し
込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://pro.kurashifeed.
com

/20230630-nenkin-
sem

inar/

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
ア

プ
リ
ベ
ー
ス
の
配
送
員
︵
デ
リ

バ
リ
ー
ワ
ー
カ
ー
︶
の
最
低
賃

金
が
７
月
12
日
よ
り
時
給
17
・

96
ド
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
が

︵
４
面
に
記
事
︶、
配
達
会
社
は

反
発
し
て
い
る
。
ド
ア
ダ
ッ
シ

ュ
、
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
、
イ
ン

ス
タ
カ
ー
ト
な
ど
の
配
達
ア
プ

リ
を
代
表
す
る
業
界
団
体
﹁
フ

レ
ッ
ク
ス
﹂の
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・

シ
ャ
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︵
最
高
経
営

責
任
者
︶
は
﹁
企
業
の
追
加
コ

ス
ト
が
消
費
者
の
手
数
料
の
上

昇
や
、
労
働
者
へ
の
チ
ッ
プ
の

削
減
ま
た
は
廃
止
の
可
能
性
が

あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
移
動

時
間
︵
配
達
の
申
し
出
を
受
け

入
れ
て
か
ら
配
達
を
終
え
る
ま

で
の
時
間
︶
に
対
し
て
の
み
料

金
を
支
払
う
ア
プ
リ
は
、
チ
ッ

プ
を
含
ま
ず
、
移
動
時
間
１
分

あ
た
り
少
な
く
と
も
約
50
セ
ン

ト
︵
四
捨
五
入
の
た
め
お
お
ま

か
な
金
額
︶
を
支
払
う
必
要
が

あ
る
。
Ｎ
Ｙ
市
の
報
告
書
に
よ

れ
ば
、
昨
年
、
配
達
員
は
配
達

１
件
当
た
り
約
４
・
32
ド
ル︵
チ

ッ
プ
を
除
く
︶
を
得
る
に
留
ま

る
一
方
、配
達
会
社
は
平
均
４
・

19
ド
ル
の
粗
利
益
を
上
げ
て
い

る
。
配
達
会
社
は
賃
金
上
昇
分

を
相
殺
す
る
の
に
十
分
な
利
益

が
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
最

低
時
給
は
２
０
２
５
年
４
月
ま

で
に
19
・
96
ド
ル
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。
移
動
時
間
で
は
、
24
年
４

月
ま
で
に
53
セ
ン
ト
に
、
25
年

４
月
ま
で
に
55
セ
ン
ト
ま
で
引

き
上
げ
ら
れ
る
。
２
０
２
５
年

以
降
数
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン

フ
レ
率
に
応
じ
て
調
整
す
る
。

最
低
賃
金
値
上
げ

配
達
会
社
が
反
発

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://hls-global.com
https://michaeldunnlaw.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://pro.kurashifeed.com/20230630-nenkin-seminar/
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サ
ー
モ
ン
サ
ラ
ダ
　

赤
玉
ね
ぎ
の
マ
リ
ネ
入
り

シ
ュ
リ
ン
プ
メ
ル
ト
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

寿
司
ど
ん
ぶ
り

　

市
販
の
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
、
ス

モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
、
そ
し
て
赤

玉
ね
ぎ
の
マ
リ
ネ
と
具
材
を
ち

ょ
っ
と
足
す
だ
け
で
す
ぐ
に
完

成
し
ま
す
。

︻
作
り
方
︼

1　

皿
に
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
を
盛

る
。上
に
赤
玉
ね
ぎ
の
マ
リ
ネ
、

ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
、
き
ゅ
う

り
を
盛
る
。
プ
チ
ト
マ
ト
、
パ

セ
リ
を
飾
る
。

︻
メ
モ
︼

＊
1　

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
の
代
わ

り
に
お
好
み
の
サ
ラ
ダ
ミ
ッ
ク

ス
を
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
よ
く
食
べ
ら
れ

て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ロ
ー

ル
の
具
材
に
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー

モ
ン
を
プ
ラ
ス
し
ま
し
た
。
酢

飯
を
ど
ん
ぶ
り
に
入
れ
、
具
材

を
の
せ
れ
ば
か
ん
た
ん
寿
司
ど

ん
ぶ
り
が
完
成
し
ま
す
！
ス
リ

ラ
ク
し
て
い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
う
ご
飯

　

今
月
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
に
住
む
料
理
研
究
家

の
麻
田
絵
美
子
さ
ん
が
こ
の
ほ

ど
キ
ン
ド
ル
版
で
発
行
し
た
料

理
本
﹃
ラ
ク
し
て
い
つ
も
と
ち

ベビーリーフ＊ 1 ...................... 100g
赤玉ねぎのマリネ .........お好みの量

スモークサーモン ..................... 50g
きゅうり .................50g( スライス )
あればプチトマト ....................適量

パセリ .......................................少量

お好みのドレッシング＊ 1 ........適量

【材料】(2 人分 )　

サラダシュリンプ＊１ .....................
解凍して水気を絞ったもの 100g
セロリ ..................20g( みじん切り )
青ねぎ .............大さじ 1( スライス )
マヨネーズ＊ 2 ......................50g 〜

レモン汁 .............................小さじ 1

塩、胡椒 ................................各少量

フランスパン＊３ 1/2 本 (200g 使用 )
マヨネーズ ( パンにぬる ) 約 30g 〜

シュレッドチーズ ...................... 40g
青ねぎ ( トッピング用 ) ...........適量

あればパセリ ............................適量

【材料】(2 人分 )　

熱いごはん ............................... 200g　
寿司酢
酢 .........................................大さじ 1
砂糖 ..................................大さじ 1/2
塩 ......................................小さじ 1/3　
きゅうり ..................... 20g( 角切り )
カニカマ ..................... 30g( 角切り )
アボカド ..................30g( スライス )
スモークサーモン…4 枚 ( 約 30g)
( 一口大 )
野菜にかけるタレ

しょうゆ .............................小さじ 1
酢 .........................................小さじ 1　
スリラチャマヨネーズ
マヨネーズ…大さじ 1
スリラチャソース (Sriracha Sauce)
　 ......................................小さじ 1/4
しょうゆ…小さじ 1/4　
ごま油 ........................................少量
トッピング
青ねぎ ...................少量 ( 小口切り )
白ごま…少量　のり…少量 ( ちぎる )

【材料】(1 人分 )　

　

焼
き
上
が
り
の
カ
リ
ッ
と
し

た
パ
ン
に
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
和

え
た
え
び
、
と
ろ
っ
と
溶
け
た

チ
ー
ズ
が
た
ま
ら
な
い
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
で
す
。

︻
準
備
︼

オ

ー

ブ

ン

は

３

９

０

℉

(

２
０
０
℃)

に
設
定
す
る
。

オ
ー
ブ
ン
の
天
板
に
ク
ッ
キ
ン

グ
シ
ー
ト
を
し
く
。　

︻
作
り
方
︼

1　

ボ
ウ
ル
に
サ
ラ
ダ
シ
ュ
リ

Salmon Salad with Marinated Red Onions

Sushi Bowl

Shrimp Melt Sandwich

ょ
っ
と
違
う
ご
は
ん
﹄
か
ら
３

品
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
書
で
は
﹁
お
忙
し
い
み
な
さ

ん
へ
向
け
た
手
早
く
作
れ
る
も

の
、
お
料
理
を
す
る
の
が
ラ
ク

に
な
る
方
法
、
メ
ニ
ュ
ー
に
よ

っ
て
は
時
短
調
理
法
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
レ
シ
ピ
﹂を
紹
介
し
、

ア
メ
リ
カ
の
食
事
や
食
材
、
ス

ー
パ
ー
、
ア
メ
リ
カ
で
好
ま
れ

る
日
本
の
食
べ
も
の
な
ど
に
つ

い
て
も
触
れ
て
い
ま
す
。
同
書

は
６
月
末
ま
で
ア
マ
ゾ
ン
で
99

円
で
販
売
予
定
。

ン
プ
、
セ
ロ
リ
、
青
ね
ぎ
を
入

れ
る
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
50
グ
ラ

ム
、
レ
モ
ン
汁
を
加
え
て
よ
く

混
ぜ
、
塩
、
胡
椒
で
味
を
と
と

の
え
る
。

2　

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
は
厚
み
を

半
分
に
ス
ラ
イ
ス
し
、
そ
れ
ぞ

れ
3
等
分
に
な
る
よ
う
切
り
離

も
の
を
お
使
い
い
た
だ
け
ま

す
。

＊
2　

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
、
1
の

工
程
で
お
好
み
に
あ
わ
せ
て
足

し
て
い
た
だ
い
て
も
け
っ
こ
う

で
す
。

＊
3　

私
は
普
段
フ
ラ
ン
ス
パ

ン
で
作
り
ま
す
が
、
食
パ
ン
で

も
お
作
り
い
た
だ
け
ま
す
。
食

パ
ン
の
サ
イ
ズ
に
よ
り
多
少
異

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
4

枚
分
に
1
の
シ
ュ
リ
ン
プ
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
を
均
等
に
の
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

さ
な
い
程
度
に
切
り
込
み
を
入

れ
る
。
上
部
分
全
体
に
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
を
塗
る
。

3　

1
を
均
等
に
広
げ
、
シ
ュ

レ
ッ
ド
チ
ー
ズ
を
ふ
る
。

4　

オ
ー
ブ
ン
に
入
れ
、
8 

〜
10
分
チ
ー
ズ
が
と
ろ
っ
と
す

る
ま
で
焼
き
、
オ
ー
ブ
ン
か
ら

取
り
出
す
。

5　

皿
に
盛
り
、
青
ね
ぎ
を
ふ

る
。

︻
メ
モ
︼

*

１　

サ
ラ
ダ
シ
ュ
リ
ン
プ
の

代
わ
り
に
、
普
通
の
む
き
エ
ビ

を
加
熱
し
、
冷
ま
し
て
刻
ん
だ

ラ
チ
ャ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
ち
ょ
っ

と
し
た
辛
さ
で
食
欲
が
増
し
ま

す
。

︻
作
り
方
︼

1　

酢
飯
を
作
る
。

寿
司
酢
の
材
料
を
合
わ
せ
、
ど

ん
ぶ
り
に
入
れ
た
熱
い
ご
は
ん

に
加
え
て
混
ぜ
、
冷
ま
す
。

2　

野
菜
に
か
け
る
タ
レ
、
ス

リ
ラ
チ
ャ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

の
材
料
を
そ
れ
ぞ
れ
混
ぜ
て
作

る
。

3　

冷
め
た
1
に
き
ゅ
う
り
、

カ
ニ
カ
マ
、
ア
ボ
カ
ド
、
ス
モ

ー
ク
サ
ー
モ
ン
を
の
せ
る
。

4　

2
の
タ
レ
を
野
菜
に
か

け
、
全
体
に
ス
リ
ラ
チ
ャ
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
を
か
け
る
。
青
ね
ぎ
、

白
ご
ま
、
の
り
を
ふ
る
。

https://www.korin.com/
https://kikkomanusa.com/
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  スクランブル　

Brooklyn

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
12
日
、
来
月
始
ま
る
歩

行
者
天
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
サ
マ

ー
・
ス
ト
リ
ー
ツ
﹂
の
対
象
区

域
を
発
表
し
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
は
７
番
街
︵
ア
ダ
ム
・
ク
レ

イ
ト
ン
・
パ
ウ
エ
ル
・
ブ
ー
ル

バ
ー
ド
︶
が
１
２
５
丁
目
ま
で
、

ほ
か
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
イ
ー
ス

タ
ン
・
パ
ー
ク
ウ
エ
ー
、
ク
イ

ー
ン
ズ
の
バ
ー
ノ
ン
・
ブ
ー
ル

バ
ー
ド
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
グ
ラ

ン
ド
・
コ
ン
コ
ー
ス
、
ス
タ
テ

ン
島
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
テ
ラ

ス
の
対
象
道
路
が
全
域
20
マ
イ

ル
ま
で
拡
張
さ
れ
る
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
０
０
８

年
、
日
常
的
に
運
転
し
て
い
る

市
民
に
車
は
自
宅
に
置
き
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
、
自
転

車
や
散
歩
を
す
る
こ
と
を
促
す

理
由
で
始
ま
っ
た
。
昨
夏
は

50
万
人
以
上
が
車
両
の
無
い
道

路
を
歩
き
、
無
料
の
自
転
車
修

理
や
自
転
車
運
転
レ
ッ
ス
ン
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。

　

日
本
語
の
﹁
姿
勢
﹂
は
、
体

と
心
の
姿
勢
が
一
致
す
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
生

ま
れ
た
時
か
ら
、
祖
母
の
厳
し

い
姿
勢
教
育
を
受
け
て
育
ち
ま

し
た
の
で
、
い
つ
し
か
人
々
の

姿
勢
の
悪
さ
が
気
に
な
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ダ
ン
サ
ー
か

ら
ピ
ラ
テ
ス
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ

た
私
は
、
そ
の
当
時
は
多
く
の

皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
お
腹

に
力
を
入
れ
て
胸
を
張
り
、
物

差
し
を
入
れ
た
よ
う
に
背
骨
を

真
っ
す
ぐ
に
す
る
の
が
良
い
事

な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
あ
る
時
、
お
か
し
い

な
？
と
気
が
付
い
た
の
で
す
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
お
腹
を
押
し

な
が
ら
、﹁
お
腹
に
力
を
入
れ

て
！
﹂
と
掛
け
声
を
か
け
て
い

る
真
っ
最
中
に
、
こ
の
お
腹
の

姿
勢
と
食
事　

１

層
︵
腹
直
筋
、
内
・
外
腹
斜
筋

と
腹
横
筋
︶
の
不
機
能
で
は
な

く
、
腸
の
壁
が
機
能
し
て
い
な

い
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
気

づ
き
、
調
べ
て
い
っ
た
の
で

す
。
腸
の
壁
が
機
能
し
な
い
理

由
を
知
り
た
く
て
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
た
ち
に
、
何
を
食
べ
た
の

か
聞
き
ま
く
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
特
に
、
お
菓
子
の
よ
う

に
小
麦
粉
と
砂
糖
を
使
っ
た
食

べ
物
と
、
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
の
乳
製
品
を
食
べ
た
後

に
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
た
ち
の
腹

筋
の
機
能
が
低
下
す
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。
ピ

ラ
テ
ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
た
ち
の
腹

筋
に
触
れ
て
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。で
す
か
ら
、

腹
筋
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
が
、
食

べ
物
に
よ
っ
て
だ
ら
し
な
く
な

っ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
良
く
引
き

締
ま
っ
て
い
た
り
と
変
化
す
る

こ
と
を
触
感
で
知
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。
そ
の
頃
か
ら
、

私
の
興
味
は
、
姿
勢
の
良
し
悪

し
の
決
め
手
と
な
る
食
べ
物
と

消
化
機
能
へ
と
、
シ
フ
ト
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

姿
勢
強
制
メ
ソ
ッ
ド
は
、
一

般
的
に
骨
盤
の
位
置
、
腹
筋
の

使
い
方
、
そ
し
て
背
骨
の
真
っ

す
ぐ
さ
と
い
っ
た
、
見
た
目
の

形
に
注
目
し
ま
す
。
で
も
、
実

は
、
真
っ
す
ぐ
な
背
骨
も
、
正

し
い
骨
盤
の
位
置
も
、
正
し
い

腹
筋
の
使
い
方
も
、
物
理
的
な

体
の
中
心
を
形
成
し
て
い
る
消

化
管
の
健
康
状
態
と
そ
の
機
能

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

身
体
の
中
心
は
、
口
か
ら
肛

門
ま
で
の
、
消
化
管
で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
本
の
管

は
、
括
約
筋
に
よ
っ
て
仕
切
ら

れ
た
個
別
の
部
屋
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
を
、

口
内
、
喉
、
食
道
、
胃
、
十
二

指
腸
、
小
腸
、
大
腸
、
肛
門
な

ど
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ

れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
の
機
能

が
低
下
す
る
と
、
中
心
柱
と
し

て
の
強
度
を
も
失
い
、
結
果
と

し
て
重
い
頭
を
体
が
支
え
ら
れ

ず
、
い
わ
ゆ
る
悪
い
姿
勢
に
な

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
す
。︵
次
回
に
続
く
︶
カ
ス

ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国
栄
養

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認
定
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ
認

定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ
ル
デ
ン

ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
認
定
プ

ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
。
１
０
０

％
健
康
で
幸
せ
な
人
生
の
た
め

の
﹁
マ
キ
コ
メ
ソ
ッ
ド
﹂
を
考

案
。Natural HealingArtists

創

業

者

兼

代

表
。Natural-

HealingArtists.com

中
に
何
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？
何

故
、
そ
ん
な
に
大
変
な
思
い
を

し
な
け
れ
ば
、
お
腹
に
力
が
入

ら
な
い
の
か
？
何
故
、
良
い
姿

勢
を
築
け
な
い
の
か
？
お
腹
に

あ
る
程
度
の
理
想
的
な
力
が
加

わ
っ
て
い
る
の
が
人
間
の
自
然

な
機
能
で
、
自
然
な
姿
で
あ
る

な
ら
、
そ
ん
な
に
意
識
的
に
力

を
入
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
理
不
尽
で
す
。

　

私
た
ち
の
下
腹
、
つ
ま
り
骨

盤
の
真
ん
中
あ
た
り
は
、
大
・

小
の
腸
が
占
め
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
お
腹
に
力
が
入
ら
な
い

理
由
は
、
骨
格
系
の
腹
筋
4

夏
の
歩
行
者
天
国

Ｎ
Ｙ
市
内
で
さ
ら
に
拡
大

楽しい
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着
物
の
生
地
を
使
っ
て
芸
術

作
品
を
作
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

岡
田
真
由
子
さ
ん
の
展
示
会

﹁K
IM

O
N

O
 R

E
B

O
R

N

﹂
が
、

25
日
︵
日
︶
か
ら
30
日
︵
金
︶

ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ハ
イ
ツ

の
会
場
︵67 A

tlantic A
ve, 

B
rooklyn

︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　

20
日
ま
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た

作
品
展
が
好
評
を
博
し
、
装
い

を
新
た
に
今
回
は
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
元
空
手
道
場
を
会
場
に
開

催
さ
れ
る
も
の
。

 

岡
田
さ
ん
は
京
都
出
身
。
着

道
楽
の
祖
母
の
影
響
で
幼
い
頃

か
ら
着
物
に
惹
か
れ
、
着
物

づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た

い
と
思
い
、
京
都
精
華
大
学
で

日
本
画
を
専
攻
。
創
作
活
動
を

通
じ
、
着
る
に
は
傷
み
が
あ
る

が
ご
み
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
に

も
美
し
い
た
く
さ
ん
の
着
物
に

出
会
い
、
も
う
一
度
そ
の
着
物

た
ち
を
世
界
中
の
晴
れ
の
舞
台

に
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
２
０
１
０
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
移
住
。
着
物
生
地
で
創
る

１
０
０
匹
の
鯉
の
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

衣
装
製
作
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
内

装
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
た
。

２
０
１
５
年
か
ら
は
拠
点
を
ス

イ
ス
の
ベ
ル
ン
に
移
し
て
活
動

を
続
け
て
い
る
。

■
岡
田
さ
ん
コ
メ
ン
ト

﹁
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
閉
場

し
た
空
手
道
場
を
舞
台
に
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ら
し
い
赤
煉

瓦
と
和
の
要
素
が
ミ
ッ
ク
ス

し

た

空

間

に
、K

IM
O

N
O

 
R

E
B

O
R

N

の
鯉
た
ち
が
泳
ぎ

ま
す
。
古
い
着
物
と
空
間
の
再

生
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
ぜ
ひ
体
感

し
て
く
だ
さ
い
﹂

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
バ
レ

エ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
予
定
。
詳
細
は
最
後

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。
岡
田

さ
ん
の
作
品
を
店
舗
や
オ
フ
ィ

ス
に
展
示
し
た
い
人
や
、
家
に

眠
っ
て
い
て
も
う
着
る
予
定
の

な
い
着
物
を
寄
付
し
て
ア
ー
ト

作
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

た
い
人
な
ど
、
岡
田
さ
ん
が
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
と
い
う
。

問
い
合
わ
せ
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttps://w

w
w

.m
ay

u
ko-

okada.com

か
ら
。

着
物
の
生
地
で
芸
術

岡
田
真
由
子
Ｎ
Ｙ
展
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 BOOKS
　

そ
れ
に
し
て
も
強
烈
な
タ
イ

ト
ル
で
あ
る
。
﹃
母
を
燃
や
す
﹄

と
は
。
帯
の
﹁
毒
母
に
苦
し
む

裕
福
な
女
性
の
視
点
を
通
し
て

描
か
れ
る
普
遍
的
な
母
娘
の
物

語
﹂
に
も
反
応
し
て
本
を
手
に

取
っ
た
。
﹁
デ
ビ
ュ
ー
作
に
し

て
ブ
ッ
カ
ー
賞
最
終
候
補
作
﹂

に
も
興
味
を
ひ
か
れ
た
。

　

作
者
は
１
９
８
２
年
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
生
ま
れ
で
家
族

は
イ
ン
ド
か
ら
の
移
民
。
バ
ー

ナ
ー
ド
大
学
で
美
術
史
の
学
士

号
を
取
得
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で
美

術
史
の
修
士
号
を
取
得
。
ド
バ

イ
在
住
。

　

小
説
の
舞
台
は
イ
ン
ド
南
西

部
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
プ
ネ

ー
市
。
イ
ン
ド
に
は
行
っ
た
こ

と
が
な
く
、
映
画
や
ジ
ャ
ク
ソ

ン
ハ
イ
ツ
で
の
印
象
を
も
と
に

想
像
し
て
も
小
説
か
ら
実
感
で

き
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
だ
が
、
検
索
し
て
み
る
と
東

の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
、
イ
ン
ド

の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
呼
ば

れ
る
学
術
研
究
都
市
で
若
者
が

多
く
、裕
福
な
都
市
の
よ
う
だ
。

　

ペ
ー
ジ
を
開
く
と
一
行
目
か

ら
衝
撃
的
で
あ
る
。﹁
母
の
不

幸
に
ま
っ
た
く
喜
び
を
感
じ
な

か
っ
た
と
言
え
ば
嘘
に
な
る
﹂。

娘
ア
ン
タ
ラ
は
母
タ
ラ
を
恨
ん

で
い
る
。
子
供
の
頃
、
母
の
せ

い
で
辛
い
目
に
あ
っ
た
か
ら

だ
。
母
が
経
験
す
る
苦
痛
は
娘

へ
の
一
種
の
贖
罪
だ
と
思
っ
て

い
る
。﹁
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

母
の
残
酷
さ
を
示
す
出
来
事
を

さ
り
げ
な
く
話
題
に
し
て
、
母

の
顔
が
苦
々
し
く
ゆ
が
む
の
を

観
察
し
て
い
た
が
、今
の
母
は
、

わ
た
し
が
な
に
を
話
し
て
も
ほ

と
ん
ど
思
い
出
せ
ず
、
い
つ
で

も
上
機
嫌
の
目
で
遠
く
を
見
て

い
る
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
母
タ
ラ
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
を
患
い
過
去
を
忘

れ
た
。
母
は
ア
ン
タ
ラ
を
産
ん

だ
後
、
孤
独
で
退
屈
な
夫
の
家

か
ら
逃
げ
出
し
て
カ
ル
ト
集
団

に
入
る
。
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ

ー
の
時
か
ら
修
行
僧
の
自
由
さ

を
賞
賛
し
、
母
は
グ
ル
の
愛
人

の
ひ
と
り
に
な
り
娘
の
世
話
は

他
の
女
性
が
し
た
。
母
は
グ
ル

が
次
々
と
新
し
い
女
性
と
関
係

を
持
つ
の
が
嫌
に
な
り
集
団
生

活
か
ら
出
て
路
上
生
活
者
に
な

る
。
こ
れ
が
娘
が
母
に
対
し
て

抱
く
気
持
ち
の
元
凶
だ
。

　

モ
デ
ル
は
実
在
し
た
イ
ン
ド

人
宗
教
家
バ
グ
ワ
ン
・
シ
ュ

リ
・
ラ
ジ
ニ
ー
シ
だ
と
い
う
。

ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
６
話
構
成
の
﹃
ワ

イ
ル
ド
ワ
イ
ル
ド 

カ
ン
ト
リ

ー
﹄ 

で
観
た
。
ラ
ジ
ニ
ー
シ
教

団
は
イ
ン
ド
か
ら
移
住
し
オ
レ

ゴ
ン
州
の
広
大
な
土
地
に
お
金

持
ち
の
ア
メ
リ
カ
人
の
献
金
を

も
と
に
病
院
、
学
校
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、

空
港
な
ど
教
団
の
理
想
郷
を
造

る
が
地
元
住
民
ら
と
の
激
し
い

軋
轢
の
末
に
バ
イ
オ
テ
ロ
を
犯

し
た
。
１
９
７
６
年
に
グ
ル
の

ラ
ジ
ニ
ー
シ
は
小
説
の
舞
台
の

イ
ン
ド
の
プ
ネ
ー
市
に
オ
シ
ョ

ウ
ア
シ
ュ
ラ
ム
を
設
立
。
著
者

の
母
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
。

　

イ
ン
ド
と
い
え
ば
火
葬
だ
。

薪
で
遺
体
を
ガ
ン
ジ
ス
川
の
岸

で
焼
き
灰
を
流
す
。
題
名
か
ら

は
母
が
亡
く
な
り
憎
し
み
と
と

も
に
燃
や
す
の
だ
ろ
う
と
想
像

し
た
が
全
く
違
う
。
英
語
の
題

名
は”

B
urnt Sugar”

で
焦

が
し
た
砂
糖
だ
。
プ
リ
ン
で
お

な
じ
み
の
カ
ラ
メ
ル
ソ
ー
ス
の

別
名
。
砂
糖
は
本
文
に
も
登
場

す
る
。
娘
は
母
に
砂
糖
を
与
え

る
。
情
緒
を
安
定
さ
せ
る
た
め

だ
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
邦
題

の
理
由
は
不
明
の
ま
ま
だ
。

　

辛
辣
な
言
葉
が
い
く
つ
も
で

て
く
る
。
最
初
の
一
文
も
し
か

り
。
付
箋
を
貼
り
、
結
果
20
以

上
に
も
な
っ
た
。
母
へ
の
恨
み

も
怖
い
が
娘
も
母
に
な
り
恐
怖

の
言
葉
も
我
が
子
へ
吐
く
。
母

娘
の
葛
藤
は
脈
々
と
流
れ
る
怨

念
の
歴
史
を
作
る
の
だ
と
思
わ

さ
れ
、
今
も
母
へ
の
モ
ヤ
モ
ヤ

を
抱
え
る
私
の
代
弁
と
思
わ
れ

た
。　
　
　
　
　
　

︵
山
河
藍
︶

 母への恨みは脈々と受け継がれる
アヴニ・ドーシ・著

 早川書房・刊

■テムズとともに（徳仁親王、紀伊國屋書店）2019（令和元）
年 5 月 1 日に第 126 代天皇に即位した徳仁親王が、1983
年から約 2 年間を過ごしたオックスフォード大学での日常
生活や研究生活、音楽活動、学友との交流、登山やテニス
などのスポーツ、英国内外への旅などを記した本。内側か
ら英国を眺めて日本を見つめ直した貴重な経験記。■ハリ
ネズミは月を見上げる（あさのあつこ、新潮文庫）世界の
色を変えてしまう。人生にはそんな出会いがある。16 歳
の夏、引っ込み思案な鈴美と、凜とした雰囲気を纏う比呂
が出会った。正反対に見える 2 人の結びつきは、周囲の大
人を変えていく。高校生から熱狂的な支持を得た青春小説。
■認知症は予防が９割（森勇磨、マガジンハウス新書）「人
の名前が出てこない」「忘れ物が多い」歳をとるごとに脳
の衰えに気づく人も多い。認知症なんてまだ先の話、と思っ
ていても 40 代を境に脳の機能は衰えていく。しかし生活
習慣を変えることで未病改善、認知症の進行は遅くするこ
とができる。予防医学プロフェッショナルがボケないため
の「７つの習慣」を教える。■降臨　聖拳伝説〈1〉（今野敏、
朝日文庫）私立探偵の松永丈太郎のもとに舞い込んだ奇妙
な身辺調査の依頼。対象の学生は古代インドを源流とする
超絶秘拳の持ち主だった。日本支配をめぐる闇の権力闘争
に超絶の秘拳が挑む、真・格闘技冒険活劇シリーズの新装
版 3 部作 第 1 弾。■信用2.0（堀江貴文、朝日新聞出版）人とカネを動かす
信用の「条件」は変わった。「カネの亡者」になるな、「信用の亡者」になれ。
現代における信用の本質を再確認し、これからの時代を生き抜く重要なマイ
ンドが書かれたホリエ式信用構築術。何度炎上しても支持されるホリエモン
のビジネス、生き方、考え方の最新版。■ 20歳の自分に教えたい地政学の
きほん（池上彰、SB 新書）地政学とは「地理学」と「政治学」を組み合わ
せたもの。地政学の視点で国際情勢や歴史をみると、地理的条件から各国の
政治が左右されてきたことがよくわかる。さらに言えば「国の性格」のよう
なものまで地理の影響を受けている。地政学が理解できると、世界の国々の
成り立ちや思惑が見えてくる。池上彰の「地政学の入門書」。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

天
皇
陛
下
、
青
春
時
代
の
英
国
留
学
記
。
高
校
生
ふ
た
り
の
瑞
々
し
い
成
長
の
物
語
。

ボ
ケ
な
い
た
め
の
﹁
７
つ
の
習
慣
﹂。
今
野
敏
の
真
・
格
闘
技
冒
険
活
劇
シ
リ
ー
ズ
。

現
代
に
お
け
る
信
用
の
本
質
と
は
。
ニ
ュ
ー
ス
の
疑
問
は
地
図
で
読
み
解
く
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

広
い
海
に
暮
ら
す
小
さ
な
魚

た
ち
。
お
お
ぜ
い
の
赤
い
兄
弟

た
ち
の
中
に
な
ぜ
か
１
匹
だ

け
、
ま
っ
黒
の
姿
で
生
ま
れ
た

ス
イ
ミ
ー
。
カ
ラ
ス
貝
よ
り
真

っ
黒
な
ス
イ
ミ
ー
、
で
も
泳
ぐ

の
は
誰
よ
り
も
早
か
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
絵

本
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
常
に
上
位

に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
、
オ
ラ
ン

ダ
生
ま
れ
の
絵
本
作
家
レ
オ
・

レ
オ
二
の
代
表
作
。
日
本
で
は

詩
人
・
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
の
翻

訳
で
親
し
ま
れ
て
い
て
、
小
学

２
年
生
の
教
科
書
に
も
載
っ
て

い
る
の
だ
と
か
。
本
書
は
レ
オ

二
が
書
い
た
原
文
の
英
語
と
谷

川
さ
ん
の
翻
訳
が
同
じ
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
た
、
今
ま
で
あ

り
そ
う
で
な
か
っ
た
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
絵
本
。
﹁ Sw

im
m

y 
th

ou
g

h
t an

d
 th

ou
g

h
t 

and thought.

︵
ス
イ
ミ
ー

は
か
ん
が
え
た
。
い
ろ
い
ろ
か

ん
が
え
た
。
う
ん
と
か
ん
が
え

た
︶
﹂
シ
ン
プ
ル
な
英
語
を
谷

川
さ
ん
が
訳
し
た
日
本
語
の
言

葉
の
力
が
再
認
識
で
き
る
本
。

海
の
中
を
冒
険
し
、
本
当
の
自

分
を
発
見
す
る
小
さ
な
ス
イ
ミ

ー
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
声
に

出
し
て
読
み
た
い
本
。︵
高
田
︶

人
気
絵
本
を
２
か
国
語
で
楽
し
む

『英語でもよめる スイミー』
作： レオ・レオニ　翻訳：谷川俊太郎　　　

好学社　2013 年

http://jmart-usa.com/en/
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.idocenter.com


第
一
印
象
の
大
半
は
髪
の
状
態
で
決
ま
る
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

　

26
　

人
の
第
一
印
象
の
大
半
は
髪

の
状
態
で
決
ま
る
そ
う
で
す
。

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
皆
さ
ま
の

健
康
な
髪
の
育
成
と
頭
皮
ケ
ア

の
た
め
に
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を

ご
提
案
し
て
い
ま
す
。
先
ず
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
い
ま
爆
発
的

に
広
ま
っ
て
い
る
﹁
日
本
式
ヘ

ッ
ド
ス
パ
﹂
。
当
サ
ロ
ン
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
産
高
級
ア
ロ
マ
ブ
ラ

ン
ド
、
﹁
ジ
ョ
ジ
ア
ン
ヌ
ロ
ー

ル
﹂
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　

高
品
質
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア

ロ
マ
オ
イ
ル
は
分
子
が
細
か

く
、
経
皮
吸
収
が
早
い
の
が
特

徴
。
頭
、
首
、
肩
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
多
く
取
り
入
れ
た
癒
し
の

ヘ
ッ
ド
ス
パ
は
、
デ
ト
ッ
ク
ス

効
果
が
高
く
、
毛
穴
の
老
化
皮

脂
を
溶
か
し
、
皮
脂
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
、
抜
け
毛
を
予
防
し
ま

す
。
次
に
﹁
ハ
イ
ド
ラ
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル 

ケ
ラ
ビ
ー
ブ
﹂。
海
外

の
メ
デ
ィ
ア
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド
セ

レ
ブ
に
話
題
の
施
術
、
ハ
イ
ド

ラ
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
の
技
術
を
活

用
し
た
最
新
の
ス
カ
ル
プ
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

の
３
ス
テ
ッ
プ
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
と
、
30
日
間
分
の
ホ
ー
ム
ケ

ア
用
ス
プ
レ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

薄
毛
や
フ
ケ
に
悩
ま
れ
る

方
、
頭
皮
の
加
齢
臭
が
気
に
な

る
方
に
も
お
す
す
め
。
独
自
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
ピ
ー
リ
ン
グ
で
毛

穴
の
汚
れ
を
し
っ
か
り
除
去
し

た
後
は
、
成
長
因
子
と
ス
キ
ン

プ
ロ
テ
イ
ン
美
容
液
を
頭
皮
に

浸
透
さ
せ
栄
養
補
給
を
行
い
ま

す
。
最
後
に
﹁
Ｐ
Ｒ
Ｐ
育
毛
治

療
﹂。
ご
自
身
の
血
液
か
ら
精

製
し
た
血
小
板
を
頭
皮
に
ダ
イ

レ
ク
ト
に
注
入
し
て
い
く
治
療

法
の
た
め
、
そ
の
他
の
治
療
方

法
と
は
一
線
を
画
し
ま
す
。
血

小
板
の
成
長
因
子
の
働
き
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
弱
っ
た
毛
根

の
細
胞
を
活
性
化
し
、
本
来
の

発
毛
、
育
毛
力
を
取
り
戻
す
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
毛
根
や

頭
皮
自
体
が
健
康
な
状
態
に
生

ま
れ
変
わ
る
の
で
、
効
果
の
持

続
時
間
が
長
い
と
い
う
利
点
が

あ
り
ま
す
。
美
容
室
と
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
併
設
し
て
い
る
当
サ
ロ

ン
。
美
髪
を
維
持
す
る
た
め
の

髪
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C

美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon &
 Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
高
氏
奈
津

樹
︵
た
か
う
じ
・
な
つ
き
︶
さ

ん
の
野
外
彫
刻
が
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
に

展
示
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト

ル
は
﹁
ザ
・
ハ
ー
ト
・
オ
ブ
・

ザ
・

ツ

リ

ー
︵T

he H
eart 

of the T
ree )

﹂
で
、
生
命

に
溢
れ
た
と
も
傷
つ
い
て
い
る

と
も
見
え
る
根
を
張
っ
た
木
、

心
臓
、
女
性
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
金
属
彫
刻
に
、
点
滴
ま
た

は
果
実
の
よ
う
な
手
吹
き
ガ
ラ

ス
彫
刻
が
垂
れ
下
が
り
、
ド
ー

ム
の
中
に
芽
生
え
る
新
芽
に
栄

養
を
与
え
て
い
る
。
枯
れ
ゆ
く

木
は
私
た
ち
を
憂
い
、
責
め
立

て
る
と
同
時
に
命
の
源
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
木
も

人
間
も
周
囲
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
し
支
え
合
っ
て
い
る
こ

と
も
変
わ
ら
な
い
。﹁
自
然
を

神
格
化
擬
人
化
す
る
日
本
的
価

値
観
で
育
っ
た
こ
と
も
作
品
構

想
の
根
底
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
間
と
自
然
と
の
関
係
を
様
々

な
角
度
か
ら
語
れ
る
作
品
に
し

た
か
っ
た
﹂と
話
す
。
ま
た﹁
日

本
と
歴
史
的
に
関
連
深
い
場
所

で
今
作
を
展
示
で
き
る
こ
と

は
意
義
深
い
で
す
﹂
と
語
る
。

展
示
名
はB

ranching O
ut 

-T
rees as C

om
m

u
n

ity 
H

osts-

で
高
氏
の
他
５
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
と
共
に

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ボ
タ
ニ
カ
ル

ガ
ー
デ
ン
で
10
月
24
日
ま
で
展

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
展
示
は

A
nkhLave A

rts A
lliance 

と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
団
体
が
企
画
し
、
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
は
セ
シ
リ
ア
・
ア

ン
ド
レ
︵C

ecilia A
ndr

︶
が

担
当
し
た
。

　

高
氏
さ
ん
は
１
９
８
２
年
東

京
都
出
身
。
中
学
、
高
校
時
代

か
ら
ア
ー
ト
の
世
界
へ
進
み
た

か
っ
た
が
、
美
大
へ
の
進
学
は

親
か
ら
許
さ
れ
ず
、
と
り
あ
え

ず
は
普
通
に
受
験
し
て
早
稲
田

大
学
第
一
文
学
部
に
進
学
し
、

文
芸
専
修
学
科
で
小
説
家
を
目

指
し
た
が
、
卒
業
後
も
小
説
で

は
芽
が
出
ず
、
小
説
の
傍
に
ア

ー
ト
で
も
と
﹁
お
茶
を
濁
す
よ

う
な
生
活
﹂
が
続
い
た
。
25
歳

の
時
に
、
自
分
を
束
縛
す
る
環

境
に
決
別
す
る
た
め
、
単
身
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
き
た
。

自
分
ら
し
く
弾
け
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
っ
た
。
語
学
学
校

に
通
い
な
が
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ア
ー
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・

リ
ー
グ
の
存
在
を
知
っ
た
。
大

学
で
は
な
い
が
、
優
れ
た
教
授

陣
と
多
く
の
芸
術
家
を
輩
出
し

た
こ
と
で
有
名
だ
。
そ
こ
で
彫

刻
と
出
会
い
、
野
外
彫
刻
を
手

が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
女

が
２
０
１
４
年
に
作
っ
た
野
外

彫
刻
﹁
ウ
イ
ン
ド
ウ
﹂
は
、
彫

刻
の
内
部
と
外
部
を
ブ
ラ
ン
コ

で
体
験
で
き
る
ア
ー
ト
で
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公

園
に
展
示
さ
れ
た
後
、
そ
の
進

化
版
も
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

の
ラ
イ
ビ
ー
チ
に
２
０
１
８
年

夏
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
最
近

の
展
覧
会
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
立
大
学
、
亀
山
ア
ー
ト
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
、
韓
国
の
Ｃ
Ｉ
Ｃ

Ａ
美
術
館
、
カ
ナ
ダ
のO

eno 
G

allery

で
開
催
さ
れ
る
な
ど

活
躍
が
続
い
て
い
る
。
展
示

の

詳

細

はhttps://w
w

w
.

b
b

g
.org

/v
isit/ev

en
t/

branching_out

Ｎ
Ｙ
で
野
外
金
属
彫
刻
を
作
り
続
け
る

ブルックリン・
ボタニカルガーデンに
The Heart of the Tree 展示

高氏 奈津樹さん

https://tawaramart.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.cosmeproud.com
https://www.bbg.org/visit/event/branching_out
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Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校(

高
畑
誠

校
長)
は
10
日
、
幼
児
部
授
業

参
観
を
実
施
し
た
。
前
期
、
後

期
に
1
度
ず
つ
行
わ
れ
る
授
業

参
観
に
ほ
ぼ
全
て
の
保
護
者
が

子
ど
も
達
の
様
子
を
参
観
し
に

足
を
運
ん
だ
。

　

年
中
組
は
時
の
記
念
日
に
ち

な
ん
で
紙
皿
で
カ
タ
ツ
ム
リ
の

時
計
を
製
作
し
た
。年
長
組
は
、

言
葉
・
数
字
遊
び
を
﹁
ジ
ャ
ン

グ
ル
に
行
こ
う
よ
﹂
の
愉
快
な

リ
ズ
ム
に
の
せ
て
行
っ
た
。
教

諭
が﹁
た
ぬ
き
﹂と
い
え
ば﹁
た
・

ぬ
・
き
﹂
が
3
文
字
で
で
き
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
、
3
人
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
、
で
き
あ

が
っ
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
座
る
と

い
う
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
2
か
ら

始
ま
り
7
・
8
文
字
の
言
葉
か

ら
、
数
を
把
握
し
グ
ル
ー
プ
を

一
生
懸
命
に
集
め
よ
う
と
し
て

い
る
子
ど
も
達
の
様
子
は
、
見

て
い
る
保
護
者
の
笑
い
を
誘
っ

て
い
た
。
時
に
保
護
者
も
﹁
乱

入
﹂
、
数
に
加
わ
り
、
一
緒
に

な
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い

た
。保
護
者
と
一
緒
に
活
動
し
、

成
長
を
実
感
で
き
た
授
業
参
観

と
な
っ
た
。

幼児部で授業参観
ＮＪ補習授業校で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
３
年

生
は
７
日
、
社
会
科
移
動
教
室

を
実
施
し
た
。

　

グ
リ
ニ
ッ
チ
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

で
は
、First Selectm

an

で

あ
るFred C

am
illo

氏
か
ら

街
の
歴
史
や
市
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
子
供
た

ち
は
﹁
市
が
市
民
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す

か
﹂
﹁
今
、
市
長
さ
ん
が
市
民

の
た
め
に
考
え
て
い
る
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
﹂
な
ど
と

質
問
し
、
市
役
所
が
市
民
の
安

全
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ

た
。
そ
の
後
訪
れ
た
グ
リ
ニ
ッ

チ
図
書
館
で
は
、
職
員
に
各
フ

ロ
ア
の
本
や
施
設
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
。
普
段
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
返
却
ボ
ッ
ク
ス
の
裏

側
の
部
屋
に
入
り
、
実
際
に
本

が
返
却
さ
れ
る
様
子
や
そ
の
後

の
処
理
に
つ
い
て
見
学
を
し

た
。最
後
の
質
問
タ
イ
ム
で
は
、

時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
た
く
さ
ん

の
子
供
が
疑
問
や
気
付
い
た
こ

と
を
発
表
し
、
図
書
館
の
仕
組

み
や
工
夫
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

普
段
利
用
し
て
い
る
公
共
施

設
が
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
、

豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
で

の
学
び
を
豊
か
に
し
て
い
く
社

会
科
移
動
教
室
と
な
っ
た
。

街
の
公
共
施
設
を
訪
問

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
３
年
生

楽しい
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
︶
小
学
部
の
３
・
４
年
生

20
人
が
、
６
月
７
日
か
ら
２
泊

３
日
の
移
動
教
室
に
出
か
け

た
。
目
的
地
は
学
園
か
ら
バ
ス

と
フ
ェ
リ
ー
で
約
３
時
間
南
に

あ
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
。
こ
の
地

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
を
一

番
初
め
に
批
准
し
た
フ
ァ
ー
ス

ト
ス
テ
イ
ト
と
し
て
、
ま
た
日

本
で
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
５
・

６
月
に
産
卵
に
現
れ
る
こ
と
で

有
名
で
あ
る
。

　

初
日
は
Ｎ
Ｊ
州
最
南
端
の
ケ

ー
プ
メ
イ
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗

っ
て
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
ル
イ
ス

へ
渡
っ
た
。
フ
ェ
リ
ー
か
ら
は

優
雅
に
飛
び
回
る
た
く
さ
ん
の

海
鳥
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
、
児
童
は
感
嘆
の
声
を
あ
げ

て
い
た
。
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
へ
着

く
と
、
ま
ず
は
鈴
木
フ
ァ
ー
ム

へ
向
か
っ
た
。
鈴
木
フ
ァ
ー
ム

で
は
40
種
類
以
上
の
日
本
野
菜

を
栽
培
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は

児
童
に
も
身
近
な
ミ
ツ
ワ
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。児
童
は
小
松
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
の
収
穫
体
験

を
行
っ
た
。
そ
の
日
の
夕
食

は
、
鈴
木
フ
ァ
ー
ム
で
収
穫
し

た
野
菜
を
使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
。
児
童
ら
は
﹁
家
で
食
べ
る

よ
り
も
お
い
し
く
感
じ
る
﹂と
、

野
菜
を
次
々
と
口
へ
運
ん
で
い

た
。
児
童
は
収
穫
体
験
を
通
し

て
、
い
つ
も
口
に
し
て
い
る
野

菜
が
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
た

ち
の
食
卓
へ
届
い
て
い
る
の
か

を
身
を
も
っ
て
学
習
し
た
。
そ

し
て
農
家
の
仕
事
の
大
変
さ
を

感
じ
る
と
共
に
、
自
分
た
ち
の

生
活
を
支
え
て
く
れ
る
農
家
へ

の
尊
敬
と
感
謝
の
気
持
ち
を
も

つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
日
目
は
デ
ュ
ポ
ン
ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
カ
ブ

ト
ガ
ニ
と
渡
り
鳥
に
つ
い
て
の

学
習
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
デ

ラ
ウ
ェ
ア
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ュ

ア
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
問

し
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
農
業
に
つ

い
て
の
歴
史
や
農
機
の
変
遷
に

つ
い
て
見
学
し
た
。
そ
の
後

は
、
い
よ
い
よ
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の

観
察
へ
。
海
岸
に
広
が
る
多
く

の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
、
児
童
は
驚

き
と
興
奮
を
隠
せ
な
い
様
子
だ

っ
た
。
海
岸
で
現
地
の
研
究
者

グ
レ
ン
・
ガ
ー
ヴ
ソ
氏
か
ら
カ

ブ
ト
ガ
ニ
に
つ
い
て
の
説
明
を

聞
き
、
産
卵
の
様
子
を
観
察
し

た
り
、
砂
の
中
に
産
み
付
け
ら

れ
た
卵
を
実
際
に
手
に
取
っ
て

見
た
り
し
て
、
保
護
活
動
の
一

部
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
触
れ
た
児
童
ら

は
﹁
思
っ
て
い
た
よ
り
も
硬
く

て
大
き
い
﹂﹁
向
き
を
戻
し
て

助
け
て
あ
げ
た
い
﹂
な
ど
感
想

を
述
べ
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
生
命
の
営
み
に
感
銘
を

受
け
て
い
る
様
だ
っ
た
。

　

最
終
日
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア

ン
ド
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
へ
行

き
、
海
辺
や
川
に
住
む
生
き
物

に
つ
い
て
の
学
習
や
ボ
ー
ド
ウ

ォ
ー
ク
を
し
て
、
カ
ニ
や
そ
の

住
処
を
観
察
し
た
。
児
童
は
、

こ
の
移
動
教
室
で
ア
メ
リ
カ
東

海
岸
の
豊
か
な
自
然
に
ふ
れ
な

が
ら﹁
海
辺
の
生
き
物
の
生
態
﹂

﹁
食
を
支
え
る
農
家
の
仕
事
﹂

へ
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の

生
態
を
調
査

NY育英学園

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
へ

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
海
岸
で

産
卵
の
た
め
に
集
ま
っ
た

カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
観
察
す
る

育
英
学
園
の
小
学
生
た
ち

https://satoricollegeplanning.com/
https://starchildny.com/
http://www.jwsnj.org/
http://www.gwjs.org
mailto:kazenowabg@gmail.com
http://www.betteratmath.com
tel:2122136069
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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Ｑ　

３
年
生
に
な
り
勉
強
の
内

容
も
難
し
く
な
り
、
特
に
漢
字

は
な
か
な
か
覚
え
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
何
と
か
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
し
た
い
と
親
子
で
も
が

い
て
い
ま
す
。
つ
ら
い
漢
字
の

学
習
か
ら
少
し
で
も
楽
し
い
学

習
に
ス
イ
ッ
チ
し
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
が
家
の

よ
う
に
漢
字
の
ハ
ー
ド
ル
が
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
子
供
を
ど
の

よ
う
に
導
い
て
あ
げ
れ
ば
よ
い

の
か
、
ど
う
い
う
言
葉
掛
け
を

し
て
あ
げ
る
と
よ
い
の
か
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
と
有
難
い

で
す
。

Ａ　

各
学
年
で
習
う
新
出
漢
字

は
、
１
年
80
字
、
２
年
１
６
０

字
、
３
年
２
０
０
字
、
４
年

２
０
２
字
、
５
年
１
９
３
字
、

６
年
１
９
１
字
で
、
中
学
年
が

一
番
多
い
こ
と
も
、
子
供
に
と

っ
て
漢
字
の
勉
強
が
大
変
に
な

っ
て
く
る
感
覚
を
抱
く
理
由
の

一
つ
で
し
ょ
う
。

　

結
論
は
、
嫌
い
で
も
苦
手
で

も
や
る
し
か
な
く
、
や
れ
ば
で

き
る
の
が
漢
字
で
す
。
楽
し
い

学
習
に
ス
イ
ッ
チ
す
る
特
効
薬

は
な
く
、
繰
り
返
し
す
る
以
外

に
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
興

味
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
や
り

方
は
工
夫
し
た
い
で
す
ね
。

例
え
ば
、

・
こ
こ
ま
で
し
た
ら
、
こ
れ
だ

け
し
た
ら
、
休
憩
も
し
く
は
他

の
課
題
に
移
る
と
い
う
よ
う

に
、
や
る
気
が
失
せ
な
い
よ
う

に
、
何
を
、
ど
こ
ま
で
や
れ
ば

い
い
の
か
、
子
供
が
見
通
し
を

も
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
漢
字
は
、
平
仮
名
よ
り
も
か

っ
こ
い
い
と
思
わ
せ
る
。

・
語
彙
を
増
や
す
。
こ
れ
は
、

読
書
、
読
み
聞
か
せ
、
家
庭
で

の
日
本
語
会
話
が
有
効
で
す
。

・
自
作
の
漢
字
カ
ー
ド
︵
ク
レ

ヨ
ン
等
使
っ
て
、
子
供
が
興
味

を
引
く
よ
う
に
作
成
︶
で
寝
る

前
の
５
分
か
10
分
程
度
、
ア
メ

リ
カ
人
の
父
親
と
競
争
を
し
た

と
い
う
ご
家
族
の
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
男

の
子
は
競
争
好
き
な
の
で
や
た

ら
燃
え
て
、
妙
に
頑
張
る
そ
う

で
す
。

・
保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト
︵
声
掛

け
、
手
助
け
、
点
検
、
励
ま
し

等
︶
が
必
要
。
前
よ
り
も
早
く

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
集
中

力
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
、
決

め
た
目
標
ま
で
取
り
組
め
た
こ

と
等
、
褒
め
て
、
励
ま
す
。
そ

し
て
、
漢
字
習
得
の
ポ
イ
ン
ト

は
﹁
筆
順
﹂
と
﹁
丁
寧
さ
﹂
で
す
。

小
学
校
低
学
年
で
し
っ
か
り
と

筆
順
を
学
ん
で
き
た
子
は
、
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
漢
字
を

マ
ス
タ
ー
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
加

速
的
に
増
し
て
い
き
ま
す
。
逆

に
、筆
順
を
無
視
し
て
い
る
と
、

複
雑
な
漢
字
が
増
え
て
く
る
と

苦
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
が
や
る
気
を
な
く
さ

な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
漢
字
嫌

い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
効
率

よ
く
漢
字
を
学
習
す
る
方
法

は
、
や
み
く
も
に
同
じ
漢
字
を

書
く
よ
り
も
正
し
い
筆
順
で
じ

っ
く
り
と
練
習
す
る
こ
と
で

す
。

小
学
校
で
は
、
次
の
よ
う
な
流

れ
で
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

○
第
１
段
階　

指
書
き　

こ
の

段
階
で
大
切
に
す
る
こ
と
は
、

﹁
筆
順
通
り
﹂
に
書
く
こ
と
で

す
。
書
き
順
を
守
っ
て
、
１
、

２
、３
・
・
・
と
唱
え
な
が
ら
、

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
す
る
と
楽
し

い
。
ま
た
、
指
書
き
な
の
で
字

形
が
整
わ
な
く
て
も
気
に
な
ら

な
い
。

○
第
２
段
階　

な
ぞ
り
書
き　

 

手
本
の
線
か
ら
は
み
出
さ
な
い

よ
う
に
、
字
形
に
ま
で
気
を
配

り
ま
す
。 

こ
の
段
階
で
の
ポ

イ
ン
ト
は
﹁
丁
寧
さ
﹂
で
す
。

○
第
３
段
階　

写
し
書
き　

こ

こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
﹁
筆
順
の

確
認
﹂
と
﹁
丁
寧
に
練
習
﹂
の

２
つ
で
す
。

○
第
４
段
階　

予
告
テ
ス
ト　

練
習
の
後
、テ
ス
ト
を
し
ま
す
。

○

第

５

段

階　

再

テ

ス

ト　
　

間
違
え
た
漢
字
だ
け
を
練
習
し

ま
す
。

　

以
上
は
一
つ
の
方
法
で
す
。

教
育
技
術
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
完

成
さ
れ
た
教
育
技
術
と
い
う
の

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん

に
適
し
た
方
法
を
見
つ
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

漢
字
か
ら
逃
げ
ず
、
音
訓
読

み
、
部
首
、
画
数
、
熟
語
集
め
、

短
文
作
り
等
を
学
年
段
階
に
応

じ
て
取
り
組
む
と
、
漢
字
の
知

識
が
深
ま
り
、
自
信
が
つ
き
ま

す
。
漢
字
の
成
り
立
ち
か
ら
興

味
を
持
っ
て
、
覚
え
や
す
く
な

る
漢
字
も
あ
り
ま
す
。

　

努
力
を
段
階
的
に
重
ね
て
い

く
と
上
達
は
加
速
的
に
訪
れ
ま

す
か
ら
、
目
の
前
の
子
供
を

褒
め
た
り
、
励
ま
し
た
り
、
奮

い
立
た
せ
た
り
し
て
、
苦
手
意

識
を
少
し
で
も
取
り
除
い
て
あ

げ
た
い
で
す
ね
。

漢字を楽しく学習する方法

海外子女教育振興財団

岡本健 教育アドバイザー

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
︵
牧
野
佳

代
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
園
児

児
童
生
徒
数
１
２
４
人
︶
は
、

２
０
１
９
年
度
以
来
と
な
る
大

運
動
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
日

は
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
と
し
て
外

部
か
ら
の
見
学
者
も
参
加
し
、

体
育
室
は
ぎ
っ
し
り
と
観
客
に

埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　

午
前
中
は
幼
児
部
合
同
運
動

会
。
年
長
組
の
選
手
宣
誓
を
皮

切
り
に
、
か
け
っ
こ
や
障
害
物

競
争
︵
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
運

び
︶、
玉
入
れ
、
ダ
ン
ス
、
親

子
競
技
︵
大
玉
転
が
し
︶
を
行

っ
た
。
保
護
者
の
声
援
も
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
し
閉
会
式
で
は
そ
れ

ぞ
れ
が
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け
る

中
、大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

午
後
は
小
中
学
部
９
学
年
が

一
堂
に
会
し
て
の
大
運
動
会
。

広
い
体
育
室
を
埋
め
尽
く
す
保

護
者
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
小
６

男
児
２
人
が
選
手
宣
誓
を
行
っ

た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
恒
例
の

パ
ン
食
い
競
争
は
﹁
ど
ら
焼
き

つ
か
み
競
争
﹂
と
な
っ
て
初
登

場
。
高
い
棒
に
吊
る
さ
れ
た
ど

ら
焼
き
を
、
か
け
っ
こ
の
助
走

と
と
も
に
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
そ

れ
ぞ
れ
つ
か
み
と
っ
て
い
た
。

玉
入
れ
、
大
玉
レ
ー
ス
、
障
害

物
競
走
の
ラ
ケ
ッ
ト
レ
ー
ス
や

二
人
三
脚
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

勝
敗
に
一
喜
一
憂
し
つ
つ
、
最

後
の
目
玉
で
あ
る
リ
レ
ー
を
迎

え
た
。

　

１
・
２
年
生
の
リ
レ
ー
と
３

年
か
ら
中
学
生
ま
で
の
リ
レ
ー

で
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
る
の
デ

ッ
ド
ヒ
ー
ト
で
会
場
全
体
が
興

奮
の
渦
に
包
ま
れ
た
。
子
ど
も

達
も
３
年
ぶ
り
の
観
覧
と
な
っ

た
保
護
者
も
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

の
思
い
出
に
残
る
１
日
と
な
っ

て
い
た
。

育英サタデースクール
マンハッタン校 　

観客ぎっしり、
応援と歓声に

つつまれた運動会

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・
サ

ー
カ
ス
・
ア
ー
ツ
︵https://

w
estchestercircu

sarts.
com

/circus-cam
ps/

︶

が

主
催
す
る
サ
ー
カ
ス
キ
ャ
ン
プ

に
、
サ
ー
カ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

の
山
田
愛
さ
ん
が
エ
ア
リ
ア
ル

コ
ー
チ
と
し
て
参
加
す
る
。
同

キ
ャ
ン
プ
は
３
つ
の
会
場
で
６

月
か
ら
８
月
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　

山
田
さ
ん
は
６
月
と
７
月
、

Ｎ
Ｙ
州
カ
ト
ナ
に
あ
る
ハ
ー
ベ

イ
ス
ク
ー
ル
︵T

he H
arvey 

School

︶
で
エ
ア
リ
ア
ル
シ

ル
ク
と
エ
ア
リ
ア
ル
ト
ラ
ピ
ー

ズ
を
指
導
す
る
。
キ
ャ
ン
プ
で

は
山
田
さ
ん
を
含
め
て
６
人
の

コ
ー
チ
が
朝
９
時
か
ら
午
後
４

時
前
ま
で
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
マ
ジ
ッ
ク
や

エ
ア
リ
ア
ル
フ
ー
プ
な
ど
を
指

導
。
最
終
日
に
は
生
徒
た
ち
の

成
果
を
見
せ
る
発
表
会
も
あ

る
。
参
加
対
象
年
齢
は
６
〜
16

歳
。

　

ま
た
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ

るC
iqueH

aus ( https://
w

w
w

.cirquehaus.com
/) 

に
て
大
人
向
け
の
ク
ラ
ス
で
も

指
導
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
し
い
サ
ー

カ
ス
ス
タ
ジ
オ
で
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ク
ラ
ス
の
み
の
た
め
、
そ

の
人
に
あ
っ
た
内
容
・
時
間
帯

で
学
べ
る
。

　

エ
ア
リ
ア
ル
は
場
所
や
器
具

を
設
置
す
る
の
に
特
別
な
条
件

を
必
要
と
す
る
種
目
だ
が
、
そ

れ
と
は
対
照
的
に
難
し
い
条
件

を
必
要
と
し
な
い
ス
テ
ィ
ル
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
活
動

し
て
い
る
。
今
月
24
日
︵
土
︶

は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ア
メ
リ
カ

ー
ナ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ

ィ

バ

ル
︵http://w

w
w

.
bkam

f.com
/

︶
に
参
加
予
定
。

サ
ー
カ
ス
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
を
募
集

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵ 

平
本
秀
次
校
長
︶
は
11
日
、

古
本
市
を
開
催
し
た
。
対
面
授

業
が
再
開
さ
れ
た
昨
年
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
制
限
で
屋
外
で
の
古

本
配
布
会
だ
っ
た
が
、
今
年
は

よ
う
や
く
従
来
の
形
で
校
舎
内

の
２
教
室
を
使
用
し
て
古
本
市

を
催
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

生
徒
の
家
庭
か
ら
寄
付
さ
れ

た
古
本
を
販
売
し
、
そ
の
収
益

が
全
額
寄
付
さ
れ
る
こ
と
で
本

校
の
運
営
に
も
寄
与
し
て
い
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
。
古
本
市
の
係

に
あ
た
る
保
護
者
た
ち
は
数
週

に
渡
り
本
の
収
集
、
仕
分
け
と

管
理
に
あ
た
り
、
当
日
も
朝
早

く
か
ら
本
の
搬
入
を
行
い
、
作

者
順
や
分
野
ご
と
に
並
べ
準
備

を
整
え
た
。
当
日
は
図
書
係
以

外
に
も
応
援
メ
ン
バ
ー
が
加
わ

り
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
イ
ベ

ン
ト
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に

奔
走
し
た
。
集
ま
っ
た
古
本
は

段
ボ
ー
ル
約
３
０
０
箱
に
も
の

ぼ
り
、
絵
本
や
マ
ン
ガ
、
文
庫

本
、
料
理
本
な
ど
、
会
場
と
な

る
２
つ
の
教
室
に
ず
ら
り
と
並

べ
ら
れ
た
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
先

生
に
引
率
さ
れ
て
や
っ
て
来
た

児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
教
室
い
っ
ぱ
い
の

本
を
眺
め
、
熱
心
に
自
分
好
み

の
本
を
選
ん
で
い
た
。

古
本
市
を
開
催

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
　

　

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶
は
10
日
、

第
23
回
運
動
会
を
開
催
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
森
林
火
災
に
よ
る
大

気
汚
染
の
た
め
延
期
が
懸
念
さ

れ
た
が
、
当
日
は
青
空
が
広
が

る
素
晴
ら
し
い
運
動
会
日
和
と

な
っ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
川
﨑
校
長

が
﹁
今
日
は
良
い
風
が
吹
い
て

い
ま
す
。
風
に
乗
っ
て
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
の

日
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
保
護
者

の
方
々
や
運
動
会
委
員
さ
ん
を

は
じ
め
、
卒
業
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
多
く
の
人
の
お
か
げ
で

す
﹂
と
挨
拶
し
た
。
児
童
生
徒

は
赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
、
徒

競
走
、
大
玉
送
り
、
持
久
走
、

玉
入
れ
、
綱
引
き
や
リ
レ
ー
な

ど
の
競
技
で
熱
の
こ
も
っ
た
戦

い
を
繰
り
広
げ
た
。

　

幼
児
部
に
よ
る
創
作
ダ
ン
ス

で
は
、
年
中
年
長
児
童
が
光
る

ポ
ン
ポ
ン
を
両
手
に
、
体
を
弾

ま
せ
な
が
ら
リ
ズ
ム
良
く
踊
る

可
愛
ら
し
い
姿
を
披
露
し
た
。

ま
た
初
中
等
部
に
よ
る
大
玉
送

り
で
は
、
た
く
さ
ん
の
声
援
や

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

最
後
の
種
目
は
初
等
部
１
年

生
か
ら
高
等
部
２
年
生
ま
で
の

代
表
選
手
が
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
紅

白
リ
レ
ー
。
最
後
の
競
技
に
逆

転
を
掛
け
る
白
組
チ
ー
ム
は
、

ス
タ
ー
ト
か
ら
順
調
な
滑
り
出

し
で
次
々
に
バ
ト
ン
を
繋
い
で

い
っ
た
が
、
終
盤
大
き
く
追
い

上
げ
ら
れ
、
結
果
、
赤
組
ア
ン

カ
ー
が
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
テ
ー

プ
を
切
っ
た
。

　

今
年
度
は
序
盤
か
ら
終
始
リ

ー
ド
し
た
赤
組
が
優
勝
を
果
た

し
た
。
両
チ
ー
ム
の
児
童
生
徒

は
や
り
き
っ
た
清
々
し
い
表
情

を
見
せ
て
い
た
。

第
23
回
運
動
会
開
催

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校
で

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
人

会
主
催
﹁
東
和
エ
ッ
セ
イ
コ
ン

テ
ス
ト
﹂
が
22
年
目
と
な
る
今

年
も
開
催
さ

れ
、
中
高
生

か
ら
の
作
品

を
募
集
し
て

い
る
。
同
コ

ン

テ

ス

ト

は
、
国
籍
に

関
係
無
く
日

本
語
を
勉
強

す
る
多
く
の
若
者
が
参
加
し
、

エ
ッ
セ
イ
を
通
し
て
美
し
い
日

本
語
の
表
現
を
競
い
合
い
、
学

生
時
代
の
貴
重
な
思
い
出
の
一

つ
と
な
る
事
を
目
的
と
し
て
お

り
、
将
来
日
米
社
会
の
相
互
理

解
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て

ら
れ
る
よ
う
、
日
系
人
の
東
和

モ
リ
ス
さ
ん
の
遺
志
に
よ
り

１
９
９
９
年
に
創
設
さ
れ
た
も

の
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
中
学
生

部
門
が
﹁
新
し
い
友
達
の
作
り

方
﹂
、
高
校
生
部
門
が
﹁
Ａ
Ｉ

時
代
の
豊
か
さ
と
は
﹂。
文
字

数
は
１
５
０
０
〜
２
０
０
０
文

字
。
締
切
は
８
月
31
日
︵
木
︶。

応
募
方
法
や
注
意
事
項
は

t.ly
/N

d
V

P

を

参

照
。

受

賞

者

に

は

12

月

中

旬

に

直

接

連

絡

さ

れ

る
。
問
い
合
わ

せ
は
、
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
日

本
人
会
、
電
話

２
１
５
・
８
４
０
・
４
６
４
５

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルinfo@
jagphilly.org

ま
で
。

東
和
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
締
め
切
り
８
月
31
日

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
https://www.cirquehaus.com/
https://www.cirquehaus.com/
https://www.cirquehaus.com/
https://www.cirquehaus.com/
https://westchestercircusarts.com/circus-camps/
http://www.bkamf.com/
mailto:info@jagphilly.org
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新俳句グランプリ 2023

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2023は、米国東部時間2023年1月1日12:00AMから2023年10月31日
11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2024年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月16日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2024年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2023　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

天
水
の
雫
も
踊
る
若
緑 

西
脇
由
美  

Ｎ
Ｊ
州

汗
ば
み
し
う
な
じ
に
絡
む
若
葉
風

グ
ビ
ッ
ツ
麗
子  

Ｎ
Ｙ
州

夏
草
や
抜
け
ば
恨
み
の
香
に
む
せ
ぶ

櫻
井
陽
子  

Ｎ
Ｙ
州

人
生
の
終つ
い

に
と
訪
ね
し
故さ

と郷
は
春

大
沼
順
子  

Ｎ
Ｙ
州

柿
若
葉
透
け
て
落
つ
る
は
雨
雫岡

部
加
都
恵  

Ｎ
Ｊ
州

朝
顔
の
青
覗
か
せ
て
明
日
を
待
つ

高
安
キ
ワ  

Ｎ
Ｊ
州

母
の
爪
赤
く
染
め
や
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

澪
つ
く
し  

Ｎ
Ｙ
州

と
も
だ
ち
の 

い
え
の
さ
く
ら
が 

き
れ
い
で
す
　
　

小
松
聖
奈  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
２
　
７
歳)

　

 

ま
い
あ
が
る 

ぼ
く
の
ぼ
う
し
と 

こ
い
の
ぼ
り

原 

悠
冴  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４
　
10
歳
︶

こ
ど
も
た
ち 

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ト
ラ
ッ
ク 

か
け
て
い
く
　

三
枝
遥  

Ｎ
Ｙ
州

︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
小
３
　
８
歳
︶

五
月
晴
れ 

ど
こ
か
へ
流
れ 

動
く
雲

岩
田 

龍  

Ｎ
Ｙ
州

︵
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
５
　
10
歳
︶

宿
題
が 

は
か
ど
ら
な
い
よ 

鳥
の
さ
え
ず
り
　
　
　

ス
ロ
ー
カ
ム
ア
リ
ス  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
小
６
　
11
歳
︶

部
活
練 

バ
ッ
ハ
見
つ
め
る 

夏
の
夕
　

池
上
侑
希  

Ｎ
Ｊ
州

　
︵
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３
　
15
歳
︶

２
年
ぶ
り 

と
れ
た
矯
正 

ふ
う
せ
ん
ガ
ム
　
　

ウ
ィ
ロ
ビ
ー
輝
月  

Ｐ
Ａ
州

︵
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ
　
11
歳
︶

after the rain
a blue jay adding sky
to the garden

─Garry Gay, CA

fog lights—
the morning glories
stay open all-day

─Rick Jackofsky, NY
 
your handprint
in the sidewalk
hello summer
─Edward Cody Huddleston, GA

what more
could I want
wood thrush

─Ruth Holzer, VA   

green tea mochi
the sweet side
of the moon

─Barrie N Levine, MA 

summer recess
a paper plane glides
on imagination
─Valentina Ranaldi-Adams, OH

「5月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2023」の5月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳未

満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂いたこ

とに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き6月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

6 6/1/23 6/30/23 11:59:59pm 6/30/23

7 7/1/23 7/31/23 11:59:59pm 7/31/23

8 8/1/23 8/31/23 11:59:59pm 8/31/23

9 9/1/23 9/30/23 11:59:59pm 9/30/23

10 10/1/23 10/30/23 11:59:59pm 10/30/23

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

6 6/1/23 7/6/23 7/7/23 7 7 7

7 7/1/23 8/4/23 8/7/23 7 7 7

8 8/1/23 9/5/23 9/6/23 7 7 7

9 9/1/23 10/5/23 10/6/23 7 7 7

10 10/1/23 11/6/23 11/7/23 7 7 7

＊
学
年
と
年
齢
は
応
募
時
の
も
の
で
す
。

dusk descending chords of darkness
─Sharon Martina, IL

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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わ
た
し
は
、
大
人
に
な
っ

た
ら
、
い
つ
か
絶
め
つ
の
お

そ
れ
の
あ
る
動
物
を
助
け
る

仕
事
を
し
た
い
で
す
。
わ
た

し
は
小
学
二
年
生
の
時
に
、

海
が
め
に
き
ょ
う
み
を
持
ち

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
学
校

の
作
文
の
ク
ラ
ス
で
、
海
が

め
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
た
っ
た
七
種
類

の
海
が
め
し
か
生
き
の
こ
っ

て
い
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
七
種
類
の

海
が
め
は
絶
め
つ
の
お
そ
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
お

ど
ろ
い
て
、
悲
し
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
に
温
だ
ん
化

が
一
つ
の
原
因
だ
と
知
り
ま

し
た
。

　

こ
の
夏
休
み
に
、
温
だ
ん

化
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た

い
と
思
っ
て
、
も
ぎ
国
連
に

参
加
し
ま
し
た
。
も
ぎ
国
連

に
参
加
し
た
理
由
は
、
温
だ

ん
化
は
、
地
球
全
体
の
問
題

だ
か
ら
で
す
。
全
て
の
国
が

い
っ
し
ょ
に
協
力
し
な
い
と

か
い
決
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
も
ぎ
国
連
に
参
加
す
る

の
は
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

　

も
ぎ
国
連
で
は
、
同
じ
よ

う
な
年
の
子
ど
も
が
二
十
五

人
参
加
し
ま
し
た
。
世
界
中

か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
そ
の
二
十
五
人
の
子

に
と
て
も
親
し
く
感
じ
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
同
じ
き
ょ

う
味
や
ゆ
め
を
持
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。
と
く
に
フ
ラ
ン

ス
か
ら
来
た
女
の
子
と
な
か

よ
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
子

は
こ
の
問
題
に
た
く
さ
ん
の

情
熱
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

も
ぎ
国
連
で
は
、
温
だ
ん

化
や
絶
め
つ
の
お
そ
れ
の
あ

る
動
物
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
こ
と

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ど

う
や
っ
て
リ
サ
ー
チ
を
す
る

の
か
、
ど
う
や
っ
て
ス
ピ
ー

チ
を
書
く
の
か
、
ど
の
よ
う

に
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
の
か
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

私
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
国
の

代
表
に
な
り
ま
し
た
。
ジ
ャ

マ
イ
カ
に
は
た
く
さ
ん
の
野

生
動
物
が
い
て
、
た
く
さ
ん

の
植
物
や
鳥
や
魚
が
絶
め
つ

の
お
そ
れ
に
あ
り
ま
し
た
。

私
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
政
府
が

国
連
の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
の
を
伝
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

は
、
と
て
も
む
ず
か
し
く
て
、

頭
が
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
前
で
ス
ピ
ー
チ
を

し
た
時
に
は
、
む
ね
が
ど
き

ど
き
し
て
、
上
手
に
話
せ
る

か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
私

　

21
世
紀
は
今
ま
で
の
世
代

よ
り
も
国
境
を
越
え
る
こ
と

が
簡
単
に
で
き
る
世
の
中
と

言
え
る
。
昔
に
比
べ
飛
行
機

な
ど
交
通
機
関
が
発
達
し
た

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

影
響
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
や
S
N
S
が
発
達
し
た

こ
と
が
、
国
境
を
越
え
る
こ

と
を
簡
単
に
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
、
学
校
で
も

今
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
る

な
ど
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た

こ
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で
普

通
に
会
っ
て
い
た
友
達
に 

会

え
な
く
な
っ
た
の
は
寂
し
か

っ
た
け
れ
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
お
陰
で
日
本
な
ど
遠
く
の

人
と
も
つ
な
が
れ
る
チ
ャ
ン

ス
が
広
が
っ
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
手
軽
に
外
国

に
住
ん
で
い
る
人
と
会
話
で

き
、
他
の
国
の
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
情
勢
を
調
べ
る
こ
と
ま
で

簡
単
に
で
き
る
。
昔
の
世
代

で
は
、
実
際
海
外
に
旅
行
す

る
以
外
自
分
の
国
で
は
な
い

文
化
と
触
れ
合
う
方
法
が
少

な
か
っ
た
が
、
今
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
毎
日
の

よ
う
に
誰
と
で
も
交
流
で
き

る
。
ズ
ー
ム
会
議
に
普
段
会

え
な
い
遠
く
に
住
ん
で
い
る

人
が
参
加
で
き
た
り
、
学
校

で
は
交
流
授
業
を
し
て
会
っ

た
こ
と
も
な
い
他
の
州
か
ら

の
生
徒
と
一
緒
に
勉
強
で
き

る
。
い
ろ
い
ろ
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
使
い
方
が
広
が
っ

て
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
扉
が
開
い
た
。  

　

コ

ロ

ナ

禍

の

影

響

で
、

S
N
S
や
動
画
な
ど
が
以
前

よ
り
ず
っ
と
充
実
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
使
う
機

会
も
増
え
た
。
今
は
携
帯
な

ど
の
デ
バ
イ
ス
に
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
外
国
語

を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
校
の
ス
ペ
イ
ン
語
の
ク
ラ

ス
で
は
、
教
科
書
以
外
に

D
u
o
l
i
n
g
o
な
ど
の

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
使
う

お
か
げ
で
外
国
語
を
学
ぶ
こ

と
が
簡
単
で
楽
し
く
な
っ
た
。

S
N
S
で
外
国
語
の
メ
デ
ィ

ア
を
難
な
く
見
る
こ
と
が
で

き
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
外
国

語
を
習
っ
た
り
他
の
文
化
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。  

　

こ
の
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
す
ぐ
国
境
を
越
え
ら
れ

る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
ど

う
も
実
感
が
沸
か
な
い
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
例

え
ば
、
実
際
に
旅
行
に
行
か

な
い
で
、
旅
行
番
組
を
動
画

で
見
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う

と
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

S
N
S
で
は
き
れ
い
な
写
真

ば
か
り
を
見
か
け
る
が
、
実

際
に
自
分
の
目
で
見
た
ら
本

当
に
き
れ
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
先
生
や
友
達
の
話
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
聞
い
て

い
る
と
き
よ
り
も
、
実
際
に

会
っ
て
聞
い
た
方
が
分
か
り

や
す
か
っ
た
り
心
に
残
っ
た

り
す
る
。
た
だ
の
お
し
ゃ
べ

り
や
下
ら
な
い
話
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
話
し
づ
ら
い
。

実
際
海
外
へ
行
っ
た
り
、
自

分
と
違
う
人
と
触
れ
合
っ
た

り
し
て
経
験
を
深
め
る
こ
と

も
大
切
だ
。
文
化
は
自
分
で

感
じ
な
い
と
分
か
ら
な
い
の

で
、
自
分
の
身
で
別
の
状
況

を
確
か
め
る
こ
と
が
一
番
有

益
だ
。
普
段
の
生
活
で
は
、

自
分
が
分
か
ら
な
い
状
態
で

も
、
他
の
人
の
経
験
を
聞
い

て
考
え
て
あ
げ
る
よ
う
に
な

る
と
良
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

う
し
て
思
い
や
り
を
持
つ
と

ど
ん
な
人
と
で
も
交
流
で
き

る
か
ら
だ
。
違
う
経
験
を
持

っ
て
い
る
人
と
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
っ
た
ら
国
境
を
越

え
る
平
和
な
世
界
が
で
き
る

と
思
う
。

　

21
世
紀
に
は
国
境
を
越
え

る
方
法
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
、
実
際
に
自

分
で
体
験
す
る
交
流
、
そ
れ

ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。 

目
的
や
場
合

に
よ
っ
て
、
両
方
を
使
う
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
。  

　

携
帯
で
見
ら
れ
る
ニ
ュ
ー

ス
で
は
、
地
球
上
の
情
報
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
よ
う
に
国
境
を
越

え
た
協
力
が
必
要
な
問
題
が

今
以
上
に
た
く
さ
ん
出
て
く

る
と
思
う
。
例
え
ば
環
境
問

題
は
大
き
な
問
題
で
、
も
う

既
に
た
く
さ
ん
の
環
境
問
題

が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
世
界
規
模
の
問
題
の

悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
み
ん

な
の
力
が
必
要
だ
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
と
実
体
験

の
世
界
、
両
方
を
通
し
て
国

境
を
越
え
る
こ
と
で
、
世
界

的
な
問
題
に
取
り
組
む
世
代

が
育
っ
て
く
る
と
思
う
。

　
　
　
　

  　
︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ﹁
わ
た
し
の
ゆ
め
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ト
キ
ン
ズ
　
え
ま

の
番
が
き
て
、
ス
ピ
ー
チ
が
終

わ
っ
た
時
に
は
、
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。
自
分
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
ほ
め
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
も
ぎ
国
連
に
参
加
し
て

か
ら
、
わ
た
し
は
も
っ
と
温
だ

ん
化
と
絶
め
つ
の
お
そ
れ
の
あ

る
動
物
の
た
め
に
も
っ
と
何
か

を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
毎
日
の
生
活
で
か
ん

き
ょ
う
に
よ
い
こ
と
を
す
る
こ

と
で
、
動
物
の
命
を
す
く
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
か
ん
き
ょ
う
を
こ
わ
し
て
動

物
を
苦
し
め
る
こ
と
は
や
め
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

   　
︵
滞
米
10
年
︶

 ﹁
国
境
を
超
え
る
21
世
紀
﹂

　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
　
亜
結
美
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僕
は
ア
メ
リ
カ
の
銃
社
会

に
少
し
疑
問
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
な
ぜ
銃
自
体
を

な
く
す
法
律
が
な
い
の
か
を

調
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は

﹁
個
人
的
な
安
全
を
確
保
す
る

た
め
﹂
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
僕
は
護
身
の

た
め
と
言
っ
て
も
、
も
し
護

身
の
た
め
に
持
っ
て
い
た
そ

れ
で
誤
っ
て
人
を
撃
っ
た
り

し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は

銃
刀
法
が
あ
る
の
で
、
一
般

的
に
は
銃
を
持
つ
こ
と
は
許

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
政

府
の
方
は
﹁
銃
は
殺
傷
す
る

武
器
に
な
り
う
る
の
で
治
安

維
持
の
た
め
持
っ
て
は
い
け

な
い
﹂
と
い
う
ア
メ
リ
カ
と

は
ま
る
で
真
逆
の
よ
う
な
主

張
で
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
国
に
よ
っ
て
﹁
銃
﹂
の

価
値
観
が
違
う
か
ら
だ
と
僕

は
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
銃

は
人
を
倒
す
た
め
の
武
器
と

い
う
印
象
が
強
い
と
感
じ
ま

す
。
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で

は
銃
は
自
分
の
安
全
を
守
る

た
め
の
護
身
物
と
い
う
印
象

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。　

　

で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
も
ル
ー

ル
を
な
し
に
し
て
、
銃
を
全

国
民
に
持
た
せ
る
よ
う
な
こ

と
は
し
ま
せ
ん
。
二
〇
二
二

年
六
月
に
は
新
し
い
﹁
銃
規

制
法
﹂
と
い
う
法
律
が
で
き

て
い
ま
す
。
そ
の
法
律
の
内

容
は
若
い
年
齢
で
銃
を
購
入

を
希
望
す
る
場
合
は
身
元
の

調
査
を
行
っ
た
り
、
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

︵
Ｄ
Ｖ
︶
の
前
科
が
あ
る
者
へ

の
販
売
を
制
限
し
た
り
、
購

入
資
格
の
な
い
人
に
代
わ
っ

て
行
う
代
理
購
入
の
取
り
締

ま
り
を
し
た
り
、
密
売
の
抑

制
、
学
校
に
お
け
る
治
安
対

策
強
化
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ

も
銃
の
危
険
性
を
抑
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
銃
は
護
身
物
と

し
て
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
の
か
と
思

い
ま
し
た
。
僕
は
こ
の
夏
で

三
年
間
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
だ

こ
と
に
な
る
が
、
銃
が
間
近

に
あ
る
こ
の
社
会
に
は
あ
ま

り
慣
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、

僕
は
こ
の
銃
社
会
、
ア
メ
リ

カ
で
楽
し
く
生
き
て
い
く
つ

も
り
だ
。

　
　
　

  

︵
滞
米
２
年
10
か
月
︶

 「ニンテンドースイッチ
　　　　　から見た自分」
　　　　　　ピッツバーグ日本語補習校小６

　　　　　　　　　　　　　山本　まさのぶ

 「思い出を言葉に」
　　　中部テネシー日本語補習校小６

　　　　　　　　　　　　畑中　秀太

　

オ
レ
は
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ

ッ
チ
だ
。
み
ん
な
か
ら
は
、
略

し
て
ス
イ
ッ
チ
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
ま
さ
の
ぶ
の
家
に
き
て
約

二
年
と
半
年
だ
。
コ
ロ
ナ
の
お

か
げ
で
、
買
わ
れ
て
き
た
。

　

ま
さ
の
ぶ
は
、
常
に
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
る
。
オ
レ
の
こ
と
が

好
き
そ
う
だ
。
た
ま
に
ゲ
ー
ム

を
し
す
ぎ
て
フ
ァ
ン
が
回
る
こ

と
が
あ
る
。
ま
さ
の
ぶ
は
、
う

る
さ
い
ぐ
ら
い
よ
く
笑
う
。
友

達
と
プ
レ
イ
し
て
い
る
時
は
、

特
に
そ
う
だ
。

　

ま
さ
の
ぶ
は
、
一
つ
の
ゲ
ー

ム
に
は
ま
る
と
ち
が
う
ゲ
ー
ム

を
し
な
い
。
で
も
、
あ
き
る
と

半
年
ぐ
ら
い
は
そ
の
ゲ
ー
ム
を

し
な
い
。
こ
っ
た
ら
と
こ
と
ん

や
る
性
格
だ
。
最
近
は
立
ち
な

が
ら
プ
レ
イ
す
る
こ
と
に
こ
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
高
い
所
か
ら

の
な
が
め
も
悪
く
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
っ
し
ょ
に
遊

ぼ
う
ぜ
。
た
ま
に
は
、
勉
強
し

ろ
よ
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

な
。

　
　
　
　
　

  

︵
滞
米
11
か
月
︶

 ﹁
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
銃
社
会
の
ま
ま
な
の
か
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
真

一
年
生
の
と
き

け
ん
か
を
し
た
ら

我
を
忘
れ
て
こ
う
い
っ
た

オ
レ
は
悪
く
な
い

オ
レ
は
悪
く
な
い

今
思
う
と

こ
う
か
い
し
て
し
ま
う

自
分
か
ら

謝
れ
ば
良
か
っ
た
と

　
　

  　
︵
滞
米
２
年
５
か
月
︶ 
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
も

天
井
を
突
き
、
市
場
に
物
件
が
か
な
り
出
回
っ
て
い
る
の
で
、

買
い
手
市
場
に
向
い
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
写
真
は
、
65
丁
目

と
３
番
街
の
角
に
建
つ
現
在
販
売
中
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
で
、

１
９
８
７
年
に
建
設
。
月
額
１
０
８
２
ド
ル
の
管
理
費
。
常
勤

の
ド
ア
マ
ン
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
て
、
ビ
ル
内
に
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
ル
ー
ム
が
あ
り
、
室
内
は
、
床
か
ら
天
井

ま
で
の
高
い
窓
が
あ
り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
摩
天
楼
を
一
望
で

き
る
。
最
新
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
電
化
製
品
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー 

ス
タ
ー
評
価
の
冷
蔵
庫
、
電
子
レ
ン
ジ
、
ガ
ス 

オ
ー
ブ
ン
、

食
器
洗
い
機
が
含
ま
れ
る
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
す
べ
て
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
。

　

非
常
に
人
気
が
あ
り
、
め
っ
た
に
入
手
で
き
な
い
ブ
リ
ス
ト

ル
プ
ラ
ザ
に
あ
る
1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
１
・
５
バ
ス
の
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
の
素
敵
な
角
部
屋
。
5
つ
星
の
評
判
と
申
し
分
の
な
い

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
ア
ッ
パ
ー 

イ
ー
ス
ト 

サ
イ
ド
で
最
も
有

名
な
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の 

1
つ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
完
全

に
改
装
さ
れ
た
ば
か
り
。明
る
く
広
々
と
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、

美
し
い
円
形
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
エ
リ
ア
と
床
か
ら
天
井
ま
で
の

高
い
窓
、
キ
ン
グ
サ
イ
ズ
の
家
具
セ
ッ
ト
を
置
く
の
に
十
分
な

広
さ
の
特
大
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
快
適
な
オ
フ
ィ
ス
ま
た
は
追
加

の
リ
ビ
ン
グ
・
エ
リ
ア
が
あ
り
、
大
き
な
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
が
付

い
て
い
る
。

　　

近
く
に
は
多
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
デ
ー
ル

ズ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
が
あ
り
、
ト
レ
ダ
ー
ジ
ョ
ー
も

W
holefoods

も
徒
歩
圏
内
に
あ
り
生
活
、
通
勤
に
至
極
便
利
。

最
寄
り
の
地
下
鉄
は
Ｑ
ラ
イ
ン
で
、 

1
ブ
ロ
ッ
ク
。
ジ
ム
と
プ

ー
ル
の
共
益
費
に
は
ア
メ
ニ
テ
ィ
料
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
設

備
内
容
は
、
常
勤
ド
ア
マ
ン
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
住
み
込
み
ス
ー

パ
ー
共
用
倉
庫
共
用
倉
庫
︵
有
料
︶ 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
6
台
車
道

ガ
レ
ー
ジ
、ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
︵
有
料
︶、ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
︵
各

階
︶、
プ
ー
ル
、
屋
上
デ
ッ
キ
。
販
売
価
格
は
１
８
０
万
ド
ル
。

　

 

問
い
合
わ
せ
は  

電
話
３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ル rika.furum

oto@
gm

ail.com
 　

山
崎
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
︶

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
１
寝
室
コ
ン
ド

　

総
合
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
の

R
elo R

edac, Inc.

︵
七
原
肇

社
長
︶
は
、
海
外
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
赴
任
す
る
人
向
け
の

２
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
期
間
限
定

で
開
始
し
た
。

　

﹁
リ
モ
ー
ト
赴
任
パ
ッ
ケ
ー

ジ
﹂
は
Ｎ
Ｙ
市
へ
の
企
業
留
学

生
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
ビ
デ
オ
通
話
で

物
件
を
内
覧
し
、
来
米
前
に
契

約
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。
同
社

の
担
当
者
が
物
件
に
赴
き
、
ラ

イ
ブ
配
信
で
物
件
の
内
覧
を
行

う
こ
と
で
、
写
真
で
は
分
か
ら

な
い
細
か
な
部
分
ま
で
見
学
で

き
、
物
件
や
周
辺
環
境
に
つ
い

て
質
問
が
あ
れ
ば
そ
の
場
で
答

え
て
く
れ
る
。
９
月
30
日
ま
で
。

料
金
は
年
間
家
賃
の
12
％
相
当

額
。
リ
モ
ー
ト
内
覧
サ
ー
ビ
ス

の
ほ
か
、
契
約
条
件
交
渉
、
賃

貸
借
契
約
サ
ポ
ー
ト
、
初
期
費

用
の
立
替
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

設
定
サ
ポ
ー
ト
、
生
活
設
営
応

援
︵am

azon

ギ
フ
ト
カ
ー
ド

１
０
０
ド
ル
贈
呈
︶、
レ
ン
タ

ル
家
具
・
家
電
手
配
サ
ポ
ー
ト

︵
レ
ン
タ
ル
家
具
利
用
の
場
合

の
み
︶、
１
週
間
生
活
セ
ッ
ト

︵
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
の

消
耗
品
︶
が
含
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の

赴
任
を
予
定
し
て
い
る
人
に
向

け
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
﹁
Ｎ
Ｙ

赴
任
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
﹂を
無
料
で
公
開
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
の
生
活
情
報
や
来
米
後
の

各
種
手
続
き
な
ど
、
新
生
活
に

向
け
た
準
備
や
現
地
で
の
生
活

が
よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
の
た
め
、
期

間
中
い
つ
で
も
視
聴
で
き
る
。

12
月
31
日
ま
で
。

　

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://reloredac.

com
/

企
業
派
遣
留
学
生
対
象
に
リ
モ
ー
ト
赴
任
パ
ッ
ケ
ー
ジ

来
米
前
に
ビ
デ
オ
通
話
で
物
件
内
覧

無
料
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
提
供
開
始

リダック

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
精
神

衛
生
局
︵
Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ｍ
Ｈ
︶
は
５

日
、
応
急
薬
や
衛
生
用
品
を
備

え
る
同
市
初
の
自
動
販
売
機
を

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
オ
ー
シ
ャ

ン
・
ヒ
ル
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

１
６
７
６
番
地
、
デ
ィ
ケ
ー
タ

ー
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
︶
に
設
置
し

た
。
販
売
す
る
の
は
、
強
力
な

鎮
痛
剤
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
の
検
査

ス
ト
リ
ッ
プ
や
、
オ
ピ
オ
イ
ド

の
過
剰
摂
取
が
原
因
で
呼
吸
抑

制
や
意
識
レ
ベ
ル
が
低
下
し
た

場
合
の
拮
抗
薬
ナ
ロ
キ
シ
ン
、

依
存
症
や
嗜
癖
が
原
因
の
危
険

行
動
を
抑
制
し
精
神
状
態
を
安

定
さ
せ
る
た
め
の
タ
バ
コ
や
吸

引
剤
、
注
射
な
ど
の
ハ
ー
ム
・

リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
︵
危
害
削
減
︶

用
品
な
ど
で
、
料
金
を
支
払
う

必
要
は
な
い
。
購
入
す
る
に

は
、
在
住
す
る
住
所
の
ジ
ッ
プ

コ
ー
ド
と
商
品
コ
ー
ド
を
入
力

す
る
。 　

初
の
公
共
衛
生
自
動
販
売
機 

オ
ピ
オ
イ
ド
過
剰
摂
取
死
防
ぐ 

・免責事項・
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熊
本
県
熊
本
市(

５
月
20
日

号)

に
引
き
続
き
、
私
の
故
郷

で
あ
る
山
口
県
萩
市
を
紹
介
す

る
。
萩
市
は
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
街
並
み
や
豊
か
な
自
然
、

歴
史
、
文
化
な
ど
、
古
き
良
き

日
本
の
姿
を
今
も
な
お
引
き

継
い
で
い
る
。
そ
の
様
子
は
、

２
０
１
５
年
に
5
つ
の
史
跡
が

﹁
世
界
文
化
遺
産
﹂
に
指
定
さ

れ
、
２
０
１
８
年
に
は
人
の
営

み
を
支
え
る
大
地
が
﹁
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
﹂
に
認
定
さ
れ
る
な

ど
、
街
と
し
て
再
評
価
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
私
か
ら
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
、
地

元
民
な
ら
で
は
の
情
報
を
皆
さ

ん
に
提
供
す
る
。

そ
の
１
　
萩
・
明
倫
学
舎
　�

日
本
近
代
化
の
礎
を
築
く

�
　

　

萩
は
明
治
以
降
の
新
時
代
を

牽
引
し
た
多
く
の
偉
人
を
育
ん

だ
街
で
あ
り
、
そ
の
人
材
育
成

の
中
心
的
存
在
が
萩
藩
校
明
倫

館
で
あ
っ
た
。
跡
地
に
建
て
た

木
造
校
舎
４
棟
で
は
、
近
年
ま

で
現
役
の
小
学
校
と
し
て
伝
統

が
引
き
継
が
れ
、
今
で
は
そ
の

校
舎
を
、
観
光
の
拠
点
﹁
萩
・

明
倫
学
舎
﹂
と
し
て
保
存
活
用

し
て
い
る
。
一
部
は
﹁
復
元
教

室
﹂
と
し
て
、
当
時
の
様
子
を

再
現
し
て
お
り
、
昭
和
の
小
学

校
の
授
業
を
懐
か
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
４
棟
目
で
は
、

国
内
有
数
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が

集
ま
り
、
地
元
の
高
校
卒
業
生

を
中
心
に
、
次
世
代
教
育
を
す

す
め
て
い
る
点
も
、
街
の
魅
力

と
い
え
る
。

そ
の
２
　
菊
ケ
浜
　
自
分
自
身

を
見
つ
め
な
お
せ
る
時
間

�

　

　

日
本
の
歴
史
を
学
ん
だ
後

は
、
美
し
い
日
本
海
を
眺
め
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
物
思
い
に
ふ

け
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に

﹁
菊
ヶ
浜
﹂
は
、
海
に
浮
か
ぶ

よ
う
に
佇
む
﹁
指
月
山
﹂
を
背

景
に
、
沖
合
の
島
々
の
影
響
で

波
も
穏
や
か
な
た
め
、
心
を
落

ち
着
か
せ
る
の
に
最
適
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
日

本
の
海
と
い
え
ば
﹁
か
き
氷
﹂

は
欠
か
せ
な
い
。
菊
ヶ
浜
沿
い

に
あ
る
﹁
や
ま
ざ
き
や
﹂
で
は
、

今
で
は
日
本
国
内
で
も
珍
し

い
、
昔
な
が
ら
の
ふ
わ
ふ
わ
と

し
た
触
感
を
楽
し
め
る
絶
品
の

か
き
氷
を
提
供
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
、か
き
氷
を
頬
張
り
な
が
ら
、

自
分
自
身
を
見
つ
め
な
お
す
内

省
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

 

そ
の
３
　
萩
の
食
、
萩
の
酒
　

豊
か
な
大
地
に
裏
付
け
さ
れ
た
味

�
　

　

萩
沖
は
暖
流
と
寒
流
が
交

わ
る
好
漁
場
で
あ
り
、
年
間

２
５
０
種
も
の
魚
介
類
が
水
揚

げ
さ
れ
る
。
ま
た
、
多
様
な
火

山
活
動
で
生
ま
れ
た
大
地
に
よ

り
農
畜
産
物
が
育
ま
れ
る
た

め
、
一
年
中
、
四
季
を
感
じ
さ

せ
る
食
材
が
楽
し
め
る
。
山
口

県
と
い
え
ば
、
真
っ
先
に
﹁
フ

グ
﹂
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ト
ラ

フ
グ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
﹁
真
フ
グ
﹂
な

ど
、
旬
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
フ
グ
が
﹁
朝
獲
れ
﹂
で

楽
し
め
る
の
も
、
萩
の
魅
力
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
萩
地
域

に
は
６
つ
の
酒
蔵
が
あ
り
、
米

の
生
産
、
精
米
、
加
工
を
行

い
、
地
元
の
水
を
使
っ
て
人

の
手
で
丁
寧
に
仕
込
ま
れ
る

た
め
、
食
に
寄
り
添
う
高
品

質
な
酒
を
楽
し
む
こ
と
が
出

来
る
。
た
だ
し
、
生
産
量
が

限
ら
れ
て
い
る
上
、
そ
の
多

く
は
、萩
の
食
の
玄
関
口
﹁
萩

の
酒
・
萩
の
肴
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
﹂

を
始
め
、
魅
力
的
な
萩
の
飲

食
店
で
消
費
さ
れ
て
し
ま
う

た
め
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
、
旬
の

食
材
と
地
酒
に
酔
い
し
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。

 

そ
の
４
　
城
下
町
を
散
策
　�

旅
の
思
い
出
を
探
し
て

�　

世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ

た
﹁
萩
城
城
下
町
﹂
は
、
江
戸

時
代
の
古
地
図
が
使
用
で
き
る

ほ
ど
当
時
の
佇
ま
い
が
残
さ

れ
て
お
り
、
全
国
公
募
の
結

果
、﹁
き
も
の
の
似
合
う
街
大

賞
﹂
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
そ
の

美
し
さ
は
一
見
の
価
値
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
町
に
は
、﹁
萩

焼
﹂
の
店
が
連
な
っ
て
い
る
。

４
０
０
年
以
上
も
前
か
ら
愛
さ

れ
る
﹁
萩
焼
﹂
は
、
山
口
県
下

で
１
０
０
以
上
の
窯
が
営
ま
れ

る
伝
統
工
芸
品
で
あ
り
、
第

十
三
代
﹁
三
輪
休
雪
﹂
を
筆
頭

に
、
熟
練
の
作
家
た
ち
に
よ
っ

て
作
ら
れ
て
い
る
。
特
徴
は
、

地
元
の
柔
ら
か
な
土
味
を
活
か

し
た
経
年
変
化
で
あ
り
、
年
月

ら
、
好
み
に
合
っ
た
も
の
を
選

ん
で
頂
き
、
旅
の
思
い
出
と
し

て
連
れ
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

そ
の
５
　
萩
の
魅
力
が
行
き
着

く
先

　

観
光
目
的
で
訪
れ
た
旅
行
者

の
中
に
は
、
移
り
住
ん
で
し
ま

う
人
た
ち
も
年
々
増
え
て
い

る
。ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
開
業
し
、

海
外
か
ら
の
来
訪
者
と
地
元
市

民
の
交
流
の
拠
点
を
作
っ
た
方

や
、
歴
史
的
な
建
造
物
が
保
存

さ
れ
る
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ

る
﹁
浜
崎
﹂
地
区
の
空
き
家
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
活
性
化

を
図
る
方
な
ど
、
街
の
魅
力
は

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
再
発
信
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
中
に
は
こ
の

街
に
魅
了
さ
れ
、本
物
の
﹁
侍
﹂

と
な
っ
た
方
さ
え
も
存
在
し
、

そ
の
方
が
営
む
お
好
み
焼
き
屋

﹁
萩
侍
﹂
は
、
旅
の
目
的
地
と

な
り
、
海
外
か
ら
の
訪
問
者
が

絶
え
な
い
。
萩
を
訪
れ
た
際
の

最
後
の
夜
に
は
、
彼
の
美
し
い

動
作
と
丁
寧
に
作
ら
れ
る
絶
品

の
お
好
み
焼
き
を
堪
能
し
な
が

ら
、
月
代
︵
さ
か
や
き
︶
を
眺

め
、
次
回
の
旅
行
計
画
を
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

︵
村
田
直
之
／
一
般
社
団
法

人
自
治
体
国
際
化
協
会
Ｎ
Ｙ
事

務
所
所
長
補
佐
／
山
口
県
萩
市

派
遣
︶

山
口
県
萩
市
を
故
郷
自
慢
が
お
す
す
め
！

　

引
き
継
が
れ
る
古
き
良
き
日
本

日本の
いいとこ
再発見

●ご帰国観光のご案内コーナー

フグの女王と称される萩の真フグ【写真提供・萩市】

を

経

て

深

ま

る
﹁
侘
寂
︵
わ

び
さ
び
︶﹂
の

美
意
識
と
も
通

じ
る
も
の
で
あ

る
。
萩
城
城
下

町
を
訪
れ
た
際

は
、
ぜ
ひ
﹁
彩

陶
庵
﹂を
始
め
、

多
く
の
お
店
を

巡
る
中
で
、
歴

代
の
名
作
を
鑑

賞
し
た
り
、
新

進
気
鋭
の
作
家

の
作
品
の
中
か

萩・明倫学舎本館【写真提供・萩市】

［パワースポットとなっている菊ヶ浜］
【写真提供・萩市観光協会】

■ NPO 萩・明倫学舎公式サイト：http://hagimeirin.jp/
■萩市公式プロモーション動画：
https://www.city.hagi.lg.jp/soshiki/12/h38163.html
■萩市グルメ公式サイト「はぎ Gochi」：https://hagi-gochi.jp/
■萩陶芸家協会公式サイト：https://hagi-tougei.com/
■萩市観光協会公式サイト：https://www.hagishi.com/
■移住・定住関連サイト（山口県萩市ページ）：
https://smout.jp/areas/1551

　

前
回
に
引
き
続
き
、
滋
賀

県
の
自
治
会
が
運
営
す
る
小

さ
な
資
料
館
を
紹
介
し
ま
す
。

　

長
浜
市
高
月
町
宇
根
地
区

に
あ
る
冷
水
寺
胎
内
仏
資
料

館
は
、
年
中
無
休
で
い
つ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
自
称

﹁
世
界
で
一
番
小
さ
い
﹂
資
料

館
で
す
。

　

冷
水
寺
観
音
堂
は
、
神
亀

年
間
︵
７
４
２
〜
７
２
９
︶

に
行
基
が
当
地
を
訪
れ
て
観

音
堂
を
刻
ん
で
堂
舎
を
建

て
、
貞
観
年
間
︵
８
５
９
〜

８
７
７
︶
に
円
珍
が
再
興
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
正

11
︵
１
５
８
３
︶
年
の
賤
ケ

岳
の
合
戦
の
際
、
柴
田
勝
家

軍
に
よ
っ
て
村
は
焼
き
討
ち

に
あ
い
、
古
文
書
に
行
基
作

と
あ
る
本
尊
・
聖
観
音
簿
雑

坐
像
は
焼
損
し
、
元
禄
年
間

︵
１
６
８
８
〜
１
７
０
４
︶
に

京
都
の
仏
師
に
鞘
仏
︵
さ
や

ぼ
と
け
︶
を
刻
ん
で
も
ら

い
、
旧
本
尊
を
胎
内
に
納
め

ま
し
た
。
鞘
仏
と
は
、
元
の

仏
像
が
古
く
な
っ
て
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

自
然
災
害
や
火
災
な
ど
で
悲

し
い
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

時
に
、
胎
内
に
元
の
御
像
を

納
め
、
新
し
い
綺
麗
な
お
姿

で
人
々
に
お
参
り
い
た
だ
く

お
像
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
胎
内
仏
の
存
在
が
改

め
て
確
認
さ
れ
た
の
は
実
に

３
０
０
年
近
く
を
経
た
平
成

8
︵
１
９
９
６
︶
年
の
こ
と

で
、
観
音
堂
の
屋
根
の
修
復

の
た
め
に
観
音
像
を
高
月
町

立
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
預
け

る
こ
と
に
な
り
、
地
域
住
民

が
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
る
中
、

今
ま
で
誰
も
見
た
こ
と
に
な

い
伝
承
の
御
本
尊
・
胎
内
仏

が
鞘
仏
の
中
か
ら
姿
を
現
し

た
の
で
す
。

　

地
域
住
民
は
、
信
仰
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
守
る
心
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

滋
賀
県
の
﹁
創
意
と
工
夫
の

郷
づ
く
り
事
業
﹂
の
助
成
を

受
け
て
、平
成
10
︵
１
９
９
８
︶

年
に
資
料
館
を
開
館
し
ま
し

た
。 

翌
年
に
は
、
地
域
の
社

会
資
本
を
発
掘
、
紹
介
す
る

地
域
づ
く
り
に
贈
ら
れ
る
建

設
省
の
﹁
手
づ
く
り
郷
土
賞
﹂

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
総
事

業
費
は
３
２
０
万
円
で
、
企

画
・
設
計
・
基
礎
・
大
工
・

左
官
・
板
金
・
電
気
な
ど
す

べ
て
が
自
治
会
の
手
で
行
わ

れ
、
開
館
後
の
維
持
運
営
も

区
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
宇
根
住
民

で
建
設
業
を
営
ん
で
い
た
下

村
正
勝
さ
ん
が
、
資
料
館
の

設
計
か
ら
建
築
の
際
の
棟
梁

を
担
い
、
開
館
後
は
館
長
を

務
め
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に

地
域
住
民
の
手
づ
く
り
だ
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

入
り
口
に
は
、﹁
お
入
り
く

だ
さ
い　

年
中
無
休　

昼
夜

無
休
で
す
﹂
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
館
内
は
通
常
は
無
人

の
た
め
、
無
施
錠
の
扉
を
開

け
る
と
、
セ
ン
サ
ー
が
感
知

し
て
館
内
に
照
明
が
つ
き
、

同
時
に
解
説
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

流
れ
ま
す
。
15
平
方
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
狭
い
空
間
に
、
冷

水
寺
の
本
尊
・
十
一
面
観
音

座
像
と
そ
の
胎
内
に
あ
っ
た

旧
本
尊
の
原
寸
大
写
真
パ
ネ

ル
を
用
い
た
紹
介
を
メ
イ
ン

に
、
宇
根
地
区
の
歴
史
年
表
、

戦
国
時
代
の
焼
き
討
ち
の
様

子
を
復
元
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
、

春
日
神
社
の
神
像
︵
県
指
定

文
化
財
︶
の
写
真
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
10

月
に
開
催
さ
れ
る
長
浜
市
高

月
・
木
之
本
地
域
各
集
落
で

守
ら
れ
て
い
る
観
音
様
を
一

斉
に
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
﹁
観
音
の
里
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
﹂
で
も
、
冷

水
寺
胎
内
仏
資
料
館
は
、
詳

し
い
解
説
が
行
わ
れ
、
参
拝

客
で
に
ぎ
わ
う
人
気
の
ス
ポ

ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
う
し
た
破
損
仏
を
後

世
に
残
し
伝
え
て
い
く
の
は
、

そ
の
時
代
に
関
わ
っ
た
人
た

ち
の
努
め
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

︵
栗
原
祐
司
　
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
︶

冷水寺

胎内仏資料館

 第 457 回

http://hinomaru-limo.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://hagimeirin.jp/
https://www.city.hagi.lg.jp/soshiki/12/h38163.html
https://hagi-gochi.jp/
https://hagi-tougei.com/
https://www.hagishi.com/
https://smout.jp/areas/1551
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EVENT　 
■ NYC プライドマーチ＝ 6/25　12:00　
今年で 53 回目となる LGBTQ のパレード

（旧ゲイパレード）。五番街 25 丁目をス
タートし 8 丁目まで南下、その後西に向
かい 7 番街を北上、NY 市エイズ記念館
を通過してチェルシー 16 丁目まで行進
する。初夏を彩る派手なパレード。
詳細は https://www.japanfes.com/

MUSIC
■ジャズピアニスト・ショーケース「ラ
ブレター・フロム・ジャパン」＝ 6/28 ま
で　KLAVIERHAUS（790  11th Ave, 54th 
St）6 月の毎週水曜夜に開催、4 人の日本
人ピアニストにスポットを当てたショー
ケース。最終日 28 日は山中迪貴が出演。
開演時間は午後 6 時と 7 時 30 分の２回。
入場料は前売り $25、当日 $30
詳 細 は https://www.nycjazzpianofestival.
com
■坂本龍一バーチャルリアリティコン
サ ー ト「KAGAMI（ 鏡 ）」 ＝ 7/2 ま で　
The Shed（545 W 30th St.）今年 3 月に
亡くなった坂本龍一さんの複合現実（VR）
コンサート。観客は VR ヘッドセットを
装着し（14 歳以下は不可）、坂本がピア
ノで演奏する様子や、音楽に合わせた立
体的アートを会場を歩きながら鑑賞でき
る。入場料は一般 $38 〜、学生・シニア
$33 〜。詳細は https://theshed.org

THEATRE/DANCE
■サマー・ムービーナイト＝金曜の日
没 後　The Intrepid Sea, Air & Space 
Museum（46th St. & 12th Ave.） イ ン ト
レピッド海上航空宇宙博物館の甲板で、
無料の映画上映会を開催する。今年は 80
周年を記念し「船」をテーマにした名作

映画を集めて上映する。入場無料。午後
5 時ドアオープン、8 時半までに入場する。
上映日程は、6/30 パイレーツ・オブ・カ
リビアン：呪われた海賊たち、7/28 クリ
ムゾン・タイド、8/25 トップガン：マー
ヴェリック。　
詳細は https://www.intrepidmuseum.org

ART
　

■草間彌生の新作展覧会「I Spend Each 
Day Embracing Flowers」 ＝ 7/21 ま で　
David Zwirner（519 W 19th St.）チェル
シーの同ギャラリーで 10 回目を迎える、
日本を代表するアーティスト草間彌生の
新作作品展。36 点の絵画、巨大花やかぼ
ちゃのインスタレーション、インフィニ
ティーミラールーム（無限の鏡の間）を
展示する。入場無料。日・月休廊
詳細は https://www.davidzwirner.com
■アンディ・ウォーホル展「Thirty Are 
Better Than One」=7/30 ま で　Brant 
Foundation（421 E 6th St.）ウォーホル
作品最大のコレクターでブラント財団の
ピーター・ブラント氏により実現した展
覧会。入場料：一般 $20、シニア $18、
学生 $15　月・火休館　
詳細は https://www.brantfoundation.org/

■小津安二郎（1903 〜 1963）監督生誕
120 周年を記念した映画上映会「ＯＺＵ
１２０」（国際交流基金とフィルムフォー
ラムの共催）フィルムフォーラム（ウエ
ストハウストン通り２０９番地）。まだ見
られる上映作品は次の通り。「秋刀魚の味」

（24 日）＝写真＝、「非常線の女」（24 日）、
「秋日和」（24 日と 28 日）、「東京の女」（25
日）、「浮草物語」（25 日）、「浮草」（26 日）、

「東京の合唱」（26 日）、「早春」（27 日）」、
「小早川家の秋」（27 日）、「母を恋はずや」
（27 日）、「晩春」（29 日）、「東京の宿」（29
日）、「東京暮色」（26 日と 29 日）、「東京
物語」（29 日）、入場料 15 ドル。チケッ
ト購入方法、上映予定の詳細はウェブサ
イト https://fi lmforum.org を参照。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
新
し
く
で

き
た
不
思
議
な
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

﹁the R
ed Pavilion

﹂︵1241 
Flushing A

venue

︶﹂
で
７

月
６
日
︵
木
︶
午
後
７
時
か
ら

10
時
ま
で
、
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ズ

と
ブ
ル
ー
ス
と
演
歌
の
夕
べ

﹁
東
京
ブ
ギ
ナ
イ
ト
﹂
が
開
催

さ
れ
る
。
在
Ｎ
Ｙ
の
日
本
人
、

ア
ジ
ア
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に

よ
る
演
奏
で
、踊
っ
て
も
良
し
、

聴
い
て
も
良
し
、
美
味
し
い
お

酒
と
お
し
ゃ
べ
り
も
良
し
、
の

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
コ
ン

サ
ー
ト
。
出
演
は
、
ク
ニ
三
上

︵
キ
ー
ボ
ー
ド
︶、
高
崎
安
沙
子

︵
ボ
ー
カ
ル
︶、
フ
ラ
ン
ク
・
ハ

ン
︵
ボ
ー
カ
ル
︶、
エ
ヴ
ァ
ン
・

浜
口
︵
サ
ッ
ク
ス
︶、
小
川
智

也
︵
ギ
タ
ー
︶、今
野
大
輔
︵
ド

ラ
ム
ス
︶。
場
所
は
地
下
鉄
Ｌ

線
﹁
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
・
ス
ト

リ
ー
ト
駅
﹂
最
後
尾
出
口
か
ら

徒
歩
２
分
。

　

入
場
料
は
10
ド
ル
＋
飲
み

物
。

チ

ケ

ッ

ト

は

ウ

ェ

ブ 
https://w

w
w

.eventbrite.
com

/e/tok
y

o-b
oog

ie-
tickets-652270718277

７
月
６
日

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

東京ブギナイト

　

４
年
ぶ
り
、
第
３
回
目
と
な

る
唐
津
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会　

竹
本
鳴
子
太
夫
一
座
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
演
が
12
日
、
満
席
と

な
っ
た
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ホ
ー
ル

を
会
場
に
上
演
さ
れ
た
。 

　

九
州
で
唯
一
の
浄
瑠
璃
指
導

者
で
同
保
存
会
会
長
の
竹
本
さ

ん
は
、
来
米
前
に
﹁
と
に
か
く

客
を
喜
ば
せ
た
い
﹂
と
話
し
て

い
た
。
演
題
の
︻
傾
城
阿
波
鳴

門
︵
け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る

と
︶
︼
﹁
や
れ
、
我
が
子
か
、
懐

か
し
や
、
と
言
わ
ん
と
せ
し
が
﹂

の
部
分
で
は
会
場
が
シ
ー
ン
と

静
ま
り
返
り
、
観
客
は
聞
き
入

っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
大
き
な

拍
手
が
鳴
り
響
い
た
。
出
演
は

竹
本
鳴
子
太
夫
、
人
形
＆
三
味

線
が
山
坂
美
智
代
、
山
坂
美
智

代
、
川
崎
ま
ち
子
、
中
田
扶
美
、

舞
踊
は
面
谷
郁
子
。
最
後
は
、

全
員
で
炭
坑
節
を
踊
っ
た
。

　

佐
賀
県
知
事
山
口
祥
義
氏
と

三
井
住
友
海
上
火
災
文
化
基
金

か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
届

い
た
。

　

同
保
存
会
は
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
人
形
浄
瑠
璃
の
保
存
と

継
承
の
た
め
、
唐
津
市
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
。
会
員
は
約

30
人
。
現
在
、
九
州
で
浄
瑠
璃

を
指
導
で
き
る
の
は 
竹
本
さ

ん
︵
74
歳
︶
ひ
と
り
で
あ
る
。

唐
津
人
形
浄
瑠
璃

満
席
の
Ｎ
Ｙ
公
演

保
存
会
竹
本
鳴
子
太
夫
一
座

　

青
磁
を
テ
ー
マ
に
し
た

グ

ル

ー

プ

展
﹁W

arm
 to 

th
e T

ou
ch

: C
ool an

d 
R

efreshing C
eladon

﹂

が

８
月
11
日
ま
で
、
ジ
ョ
ー
ン
Ｂ

マ
ー
ビ
ス
︵
東
78
丁
目
39
番
地

４
０
１
号
︶
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
同
展
で
は
、
青
磁
の
現
代

の
巨
匠
と
言
わ
れ
て
い
る
川
瀬

忍
を
は
じ
め
、
深
見
陶
治
、
伊

藤
秀
人
、
物
故
の
作
家
で
あ
る

鈴
木
治
、
塚
本
快
示
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
青
磁
作
品
を
集
め
て

展
示
。
青
色
や
緑
色
を
帯
び
た

作
品
が
多
い
中
、
黄
色
味
が
強

い
米
色
青
磁
や
、
幅
広
い
青
磁

作
品
を
一
度
に
見
ら
れ
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttp://w

w
w

.m
irviss.

com

を
参
照
す
る
。

青
磁
作
品

グ
ル
ー
プ
展

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

︵
撮
影
・
五
十
嵐
道
子
︶

https://america-keitai.com/
https://www.intrepidmuseum.org
https://www.japanfes.com/
https://www.nycjazzpianofestival
https://theshed.org
https://www.davidzwirner.com
https://www.brantfoundation.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://filmforum.org
https://www.eventbrite.com/e/tokyo-boogie-tickets-652270718277
http://www.mirviss.com


　

ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ

は
、
６
月
25
日
︵
日
︶、
米
国
東

部
時
間
の
13
時
か
ら
16
時
ま
で
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

﹁
Ｆ
Ｘ 

１
デ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開

催
す
る
。

　

当
日
は
、
副
業
で
お
金
を
増
や

し
た
い
人
、
Ｆ
Ｘ
の
仕
方
を
学
び

た
い
人
、
分
析
力
を
身
に
付
け
た

い
人
、
を
対
象
に
、﹁
１
日
30
分
の

ス
キ
マ
時
間
で
年
利
30
％
以
上
を

生
涯
稼
げ
る
手
法
・
考
え
方
の
紹

介
﹂﹁
稼
ぐ
の
に
予
想
・
分
析
は
必

要
な
し
﹂﹁
面
倒
く
さ
い
銘
柄
選
び

や
業
績
分
析
は
一
切
不
要
﹂﹁
Ｆ
Ｘ

で
勝
つ
た
め
に
は
﹃
決
ま
っ
た
パ

タ
ー
ン
﹄
の
み
や
れ
ば
よ
い
﹂﹁
勝

率
が
高
く
カ
ン
タ
ン
な
﹃
３
ス
テ

ッ
プ
日
足
・
４
Ｈ
足
ト
レ
ン
ド
フ

ォ
ロ
ー
﹄
と
は
？
﹂﹁
脳
科
学
を
用

い
た
﹃
習
慣
﹄
で
楽
に
稼
ぐ
考
え
方
﹂

﹁
学
ん
だ
こ
と
を
﹃
長
期
記
憶
﹄
に

す
る
学
び
方
﹂﹁
稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を

最
速
に
さ
せ
る
、
セ
ル
フ
イ
メ
ー

ジ
の
作
り
方
﹂﹁
イ
メ
ー
ジ
を
現
実

化
す
る
目
標
設
定
の
言
語
化
・
数

値
化
﹂﹁
言
葉
の
使
い
方
を
変
え
、

稼
ぐ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
﹂﹁
誰
も

が
学
べ
ば
成
果
の
出
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
秘
密
﹂
と
い
っ
た
テ
ー
マ

で
Ｆ
Ｘ
を
分
か
り
や
す
く
日
本
語

で
解
説
す
る
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
は
今
年
が

４
期
目
と
な
り
、
過
去
の
受
講
者

は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｆ
Ｘ
初
心
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
昨
年
度

は
年
利
28
％
、
昨
年
度
は
年
利
30

％
の
実
績
を
平
均
し
て
達
成
し
て

い
る
。

　

参
加
費
は
、
10
ド
ル
。
申
込
者

に
は
事
前
に
学
習
動
画
を
４
本
進

呈
す
る
。

FXの仕組みがよくわかる !! 
副業でしっかりお金を増やす‼

FX １Day セミナー開催
主催

講　師

富盛祥充 氏
プロフィール
　（株）オフィス・
ルベール代表取締
役。1970年北海道
札幌市生まれ。北海道大学文学部卒業。
　オリンパス株式会社「ライフサイエ
ンス」事業部にて、アジア・中近東・
米国・中南米・欧州での脳科学・バイ
オ研究室等への先端光学機器の導入・
販売支援に15年携わり、同事業部の
売上・利益拡大に貢献。
　FXで月20万～30万を安定的に稼
げるようになった2012年に独立。だ
が、独立後、逆に稼げなくなり、1日
に50万～100万を損失する日が続く。
その際、稼げなくなったのは、技術で
はなく、「自分に100％原因がある」こ
とに気づき、全ての技術書を捨て、シ
ンプルな技術のブラッシュアップに加
え「自分のメンタルをどのようにコン
トロールするか？」に注力。その結果、
月額40万～70万ほどの稼ぎになり、
また安定しだしたことに加え、 売買の
時間が「最大でも１日30分」になる。
 2014年に、「堅実な資産運用としての
FX」を世の中に広めるべく、FXスクー
ル「EDGEコミュニケーション」を開校。
　2016年に、 前職での脳科学・バイ
オ研究室での営業経験に、FXを組み合
わせた「1日30分で年利30％以上を
生涯安定的に稼ぐ「ライフシフトFX」
を考案し、現在に至る。
　事業内容：人生100年時代のスキマ
時間で年利30%のライフシフト fx を
教えるスクール「EDGEコミュニケー
ション」運営

申込み、問合せ：　Viilagewell LLC（村井）villagewellusa@gmail.com
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The Little 
Mermaid

Photo : G
iles Keyte/ D

isney Enterprises, Inc.

 

動
画
予
告
編

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

世
界
に
羽
ば
た
け
人
魚
姫

アリエル（ベイリー）はエリック王子に町を案内してもらう

　

１
９
８
９
年
の
同
名
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
を
い
く
ぶ
ん

脚
色
し
た
実
写
版
。
実
際
に

は
実
写
と
Ｃ
Ｇ
を
使
っ
た
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立
て
で
、
色

鮮
や
か
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
観
客
を

存
分
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　

元
々
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

お
と
ぎ
話
が
ベ
ー
ス
だ
が
、

人
魚
が
王
子
さ
ま
の
お
妃
に

な
る
、
だ
け
で
な
く
今
風
に

若
者
の
探
求
心
、
冒
険
心
そ

し
て
未
来
に
向
か
っ
て
突
き

進
む
挑
戦
と
勇
気
が
物
語
の

柱
と
な
る
。

　

多
様
性
は
人
魚
の
世
界
に

も
や
っ
て
き
た
か
、
と
思
わ
せ

る
の
が
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
、
ハ
リ
ー
・
ベ
イ
リ

ー
の
起
用
。
ア
フ
リ
カ
系
ア

メ
リ
カ
人
の
主
役
抜
擢
に
賛

否
両
論
が
起
こ
っ
た
が
、
実

際
に
公
開
さ
れ
て
み
る
と
鈴

を
転
が
す
よ
う
な
歌
声
、
好

奇
心
旺
盛
で
聡
明
、
時
に
は

お
ち
ゃ
め
な
人
魚
姫
ア
リ
エ

ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
ベ
イ
リ
ー

は
ぴ
っ
た
り
は
ま
っ
て
い
る
。

文
句
な
し
の
キ
ャ
ス
テ
イ
ン

グ
だ
。
ち
な
み
に
6
月
30
日

公

開

の
﹁R

uby G
illm

an, 
T

eenage K
raken

﹂

で

は

マ
ー
メ
イ
ド
が
悪
役
に
な
る

と
い
う
か
ら
固
定
観
念
の
脱

却
は
大
い
に
歓
迎
だ
。

　

海
の
王
国
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

カ
の
ト
リ
ト
ン
王
︵
ハ
ビ
エ

ル
・
バ
ル
デ
ム
︶
に
は
7
人

の
娘
が
い
る
。
末
娘
ア
リ
エ

ル
は
冒
険
心
が
強
く
、
近
寄

っ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
る

陸
の
世
界
に
大
い
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
。
あ
る
日
、
航

行
中
の
船
が
暴
風
雨
で
難
破

し
近
く
に
あ
る
島
国
の
王
子

エ
リ
ッ
ク
が
お
ぼ
れ
そ
う
に

な
り
、
エ
リ
ア
ル
は
必
至
で

エ
リ
ッ
ク
を
助
け
る
。
以
来
、

ア
リ
エ
ル
は
彼
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
一
方
、
エ
リ
ッ
ク
も
自

分
に
美
し
い
声
で
歌
い
語
り

掛
け
て
く
れ
た
女
性
の
顔
が

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
心
に
残
っ

て
い
た
。

　

ア
リ
エ
ル
は
エ
リ
ッ
ク
の

そ
ば
に
行
く
た
め
、
尾
ひ
れ

を
足
に
変
え
て
も
ら
お
う
と

海
の
魔
女
ア
ー
ス
ラ
︵
メ
リ

ッ
サ
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
︶
と

取
引
を
す
る
。
代
償
は
ア
リ

エ
ル
の
美
し
い
声
だ
。
し
か

も
﹁
3
日
以
内
に
王
子
と
キ

ス
を
す
る
﹂
こ
と
が
出
来
な

け
れ
ば
ア
リ
エ
ル
は
海
の
藻

屑
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

ア
リ
エ
ル
を
中
心
に
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
分
の
映
像
、

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
中
で
も
メ

リ
ッ
サ
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
が

演
じ
る
ア
ー
ス
ラ
の
怒
り
の

乱
舞
は
圧
巻
。
監
督
は
ロ
ブ
・

マ
ー
シ
ャ
ル
。
2
時
間
15
分
。

Ｐ
Ｇ
。　
　
　
　
　
　
　

︵
明
︶

 ■上映館■

Regal E-Walk 4DX & RPX
247 W. 42nd St.
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
映
画
部
と
ト
ラ
イ

ベ
ッ
カ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

﹁
エ
ス
ケ
ー
プ
・
フ
ロ
ム
・
ト

ラ
イ
ベ
ッ
カ
﹂
は
16
日 

、
Ｊ

Ｓ
内
劇
場
で
、
１
９
６
８
年
に

公
開
さ
れ
た
東
宝
特
撮
の
名
作

﹃
怪
獣
総
進
撃
﹄
の
55
周
年
を

記
念
し
た
特
別
上
映
会
を
開
催

し
た
。
本
多
猪
四
郎
監
督
、
伊

福
部
昭
の
音
楽
、
ゴ
ジ
ラ
や
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
特
撮

で
知
ら
れ
る
円
谷
英
二
の
技
術

監
修
に
よ
る
こ
の
作
品
は
、
東

京
、
パ
リ
、
北
京
、
モ
ス
ク
ワ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台
に
怪
獣

が
集
結
し
、
斬
新
な
ア
ク
シ
ョ

ン
と
破
壊
を
繰
り
広
げ
る
。
上

映
後
、
来
場
者
か
ら
は
﹁
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の

な
い
時
代
の
手
作
り
の
特
撮
か

ら
、
当
時
の
制
作
者
た
ち
の

並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
感
じ
た
﹂

と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
。

怪獣のフィギュアなども展示され来場者の人気に

「怪獣総進撃」上映
JS とトライベッカ映画祭

　

﹁
世
界
を
席
巻
、
日
本
の
ア

ニ
メ
﹂
と
題
し
た
展
覧
会
が
７

月
７
日
︵
金
︶
か
ら
26
日
︵
水
︶

ま
で
、
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
西

57
丁
目
１
４
５
番
地
、
日
本
ク

ラ
ブ
７
階
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

日
本
の
ア
ニ
メ
が
、
い
か
に
現

代
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
に
影
響
を
与
え
、
フ
ァ
イ

ン
ア
ー
ト
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
と
い
う
垣
根
を
超
え
て

華
々
し
い
世
界
を
繰
り
広
げ
て

い
る
か
を
紹
介
す
る
。
出
展
作

家
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ィ
ッ
シ

ュ
キ
ン
、
大
塚
弘
樹
、
ジ
ェ
シ

カ
・
ブ
ル
ー
ノ
、
ジ
ュ
ー
ン
・

キ
ム
、
く
き
た
な
る
き
、
リ
チ

ャ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
ド
３
世
、
ド

ラ
ゴ
ン
76
、
ラ
イ
ナ
ー
・
ハ
イ

ド
ン
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
７
月
７
日
︵
木
︶
午
後
６

時
か
ら
７
時
30
分
ま
で
︵
要

予
約
︶。
英
語
で
マ
ン
ガ
が
読

め
る
新
し
い
定
額
制
ア
プ
リ

﹁A
zuki

﹂
の
共
同
設
立
者
で
、

ラ
イ
セ
ン
ス
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務

め
る
エ
ヴ
ァ
ン
・
ミ
ン
ト
氏
が
、

日
本
の
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
が
海

外
の
ニ
ッ
チ
な
娯
楽
カ
テ
ゴ
リ

ー
か
ら
大
人
気
の
文
化
現
象
へ

と
変
貌
を
遂
げ
た
経
緯
や
、
現

代
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

解
説
す
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

月
〜
金
曜
が
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時
、
土
曜
が
午
後
５

時
ま
で
。
日
曜
休
。
詳
細
は

日
本
ク
ラ
ブW

E
B

 

ギ
ャ
ラ
リ

ーhttps://nippongallery.
nipponclub.org/

を

参

照
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
７
月
20
日

︵
木
︶
か
ら
８
月
８
日
︵
火
︶

ま
で
公
開
さ
れ
る
。

エヴァン・ミント氏

（上）DRAGON 76
Future Hip-hop Samurai - A work in 

which samurais are painting 
a mural　2019　

（下）Jessica Luna　Love Pop!, 2023

日本のアニメ展
日本ギャラリーで

７月７日から

https://www.cosmeproud.com
mailto:villagewellusa@gmail.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://nippongallery.nipponclub.org/



